


読者の声をご紹介読者の声をご紹介

Q.面白かった・良かった記事をお選びください。（複数回答）

編集部から

所信表明だけでは分からなかった土肥さんの
キャリアやご趣味等が、大変ユニークで興味
深かったです。

読者アンケートでは有難いことに、「ミルコミは業務につながるものから、社員のプライベートを知ることができるものまで、
さまざまなコンテンツがあり面白い」という感想をいただくことがあります。毎号、企画毎に練り上げつつ、誌面全体のバラ
ンスも重視しているため、そのような感想が寄せられると編集部としては嬉しい限りです。一方で、紙ではなくPCで読む方も
多くいる中、デザインや読み応えを担保しながら、読みやすさもより追求していきたいと思います。

20

目次

Features

発行後は、毎回読者アンケートを行っています。前号（Vol.168）の評価
は、「とても面白かった」「やや面白かった」の合計が96％でした。
皆さんの感想を一部ご紹介します。

Web版では、本誌以外の
バックナンバーも
ご覧いただけます。

※取材は、マスク着用等の感染症対策を講じた上で実施しました。写真撮影時のみマスクを外しております。

皆さんの、会社で見る顔とは別の一面を見ることがで
きて良かったです。

写真自体も素晴らしかったですが、
経営陣が楽しそうにグランプリ作品を
選んでいる様子にほっこりしました！
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皆さんの写真が想像以上に素敵で、
感動と癒しをいただきました。

土肥さんのシウマイ弁当を食べる順番は、視点が面白くて思わずしっかり見てしまいました（笑）。

D&I委員会の取り組みや、こんなことを考
えている人たちがいるんだと、
会社のことをより知ることができました。

マクロミルは男女や障がい、子育て中などさまざまな違いを受け入れ、D&Iを推進していることが分かり、良い会
社に入ることができたなと誇りに思いました。

社員インタビューが掲載されていて、
今

後のキャリアプランの参考になりまし
た。

これまでの長いキャリアでどのような変遷があったか
だけでなく、その時にどのようなことを考えていらっ
しゃったかを知れたので、今後の自分のキャリアを考
える上で貴重な情報でした。
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株式会社Strategy Partners　代表取締役
M-Force株式会社（マクロミル・コンソーシアム参画企業）
共同創業者

西口一希西口一希
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転機をつくった人・つかんだ人

特集

教えて！みんなのモヤモヤ解消法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10

キャリアの旅は予測不能！？キャリア形成の道しるべ・・・・・・・・・・・・・・・・・・P17

挑戦して乗り越えた チャンスを引き寄せた
P6 P12

転機をいくつも乗り越えて
P15

CONTENTS
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日々仕事をする中で課題を感じたり、将来について迷ったりすることもありますよね。

そんな時、あなたはどうやって前に進みますか？

高い目標を立て、そこに向かって突き進む人。

流れに身を任せ、たどり着いた場所から新たな進路を見つける人。

一度立ち止まり、休んでから歩き出す人。

決められた道筋がない時代だからこそ、いろいろな進み方があって良いはずです。

今号はこうしたキャリアの進め方を旅に例え、

課題の克服や目標の姿に近づくために、挑戦の一歩を踏み出し「転機をつくった人」、

目の前の仕事と懸命に向き合うことで「転機をつかんだ人」とに分けて皆さんのキャリアを紹介。

さらに、いくつもの転機を乗り越え、マクロミルで「独自のキャリアを歩む人」にもお話を聞きました。

キャリアの旅にガイドブックはないけれど、皆さんの旅路のヒントとなれば幸いです。



挑戦して乗り越えた

目指しているキャリアの目的地があっても、いつの間にか道に迷ってしまうこともあれば、

別の場所を目指したくなることもあるでしょう。ここでは自分の目標とする場所に辿り着く

ため、意思を持って環境を変えた人、挑戦した人のアクションを紹介します。

第１事業本部

林文佳さん

森田峻介さん

公募異動制度を活用して異動

株式会社H.M.マーケティングリサーチ

執行役員

スタートアップ企業で副業に挑戦

H
M
M
で
執
行
役
員
と
し
て
組
織
を
牽
引
し
な

が
ら
︑テ
ッ
ク
系
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
副
業

を
す
る
森
田
さ
ん
︒副
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
マ

ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
昇
格
だ
っ
た
と
い
う
︒メ
ン
バ
ー
か
ら

業
務
や
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
る
機
会
は

増
え
る
が
︑自
分
の
ス
キ
ル
が
普
遍
的
な
の
か
確
信

が
持
て
ず
︑ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
の
も
不
安
だ
っ
た
︒

﹁
信
じ
て
つ
い
て
き
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
い
た
の
で

転
職
以
外
の
方
法
で
︑自
分
の
実
力
を
何
か
し
ら

社
外
で
試
す
方
法
を
探
し
た
ん
で
す
﹂︒そ
こ
で
副

業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
に
登
録
し
︑自
ら
仕
事
を

探
し
た
そ
う
︒企
業
の
仕
事
を
請
け
負
う
副
業
は
︑

他
に
優
秀
な
人
材
が
い
れ
ば
契
約
が
更
新
さ
れ
な

い
シ
ビ
ア
な
世
界
︒社
外
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
比
較

さ
れ
る
厳
し
い
環
境
に
身
を
投
じ
た
︒

現
在
は
副
業
を
始
め
て
３
年
目
︒﹁
H
M
M
や
マ

ク
ロ
ミ
ル
で
は
で
き
な
い
経
験
が
し
た
い
﹂と
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
２
社
経
験
し
た
︒副
業
先
で

は
︑今
ま
で
培
っ
た
企
画
提
案
力
・
戦
略
力
を
武
器

に
︑経
営
陣
へ
の
助
言
や
営
業
︑時
に
は
会
社
の
資

金
調
達
に
も
携
わ
る
︒﹁
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
の
で

関
わ
る
領
域
は
本
当
に
広
い
︒で
も
︑ど
ん
な
仕
事

で
も
自
分
の
ス
キ
ル
は
確
実
に
活
か
せ
る
と
分
か

り
︑以
前
の
よ
う
な
不
安
は
な
く
な
っ
た
﹂︒

森
田
さ
ん
の
目
下
の
目
標
は
︑﹁
経
営
人
材
に
な
り
︑

H
M
M
を
さ
ら
に
ユ
ニ
ー
ク
な
会
社
に
す
る
こ
と
﹂︒

ま
た
副
業
を
通
し
て
︑ス
キ
ル
を
さ
ら
に
磨
き
た
い

と
感
じ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
︒﹁
私
は
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト

だ
け
ど
︑自
分
を
形
容
す
る
よ
う
な
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
ス

キ
ル
も
身
に
付
け
た
い
﹂︒本
業
と
副
業
を
相
互
作
用

さ
せ
︑自
身
の
市
場
価
値
を
高
め
続
け
て
い
る
︒

部
署
異
動
し
た
か
ら
こ
そ

発
揮
で
き
る
バ
リ
ュ
ー
を
探
り
た
い

副
業
で
気
づ
け
た
、

自
分
が
持
つ
ス
キ
ル
の
普
遍
性

2018年中途入社。定性調査の運用を経験後、公募

異動制度を活用し、2020年にデジタルプロダクトグ

ループへ異動。現在は既存のデジタルプロダクトの運

用や、新規プロダクト開発にも携わる。

大手電機メーカーを経験後、2015年に中途入社。営業として主にIT・

家電メーカーを担当し、2019年にH.M.マーケティングリサーチ（以下、

HMM）へ出向。2021年には同社の執行役員に就任。

副業経験を元に、本業でも新たな取り組みを起案

自身の経験を踏まえ、HMMでも副業人材の登用を起案。

現在は４名の副業人材がHMMで働いている。また、副業先の

アジャイル思考に刺激を受けることも。「スピード感はスタート

アップ企業ならでは。製販一体の考え方も勉強になります」。

時間管理が最重要。Myルールを決めるのがおすすめ

本業との両立は、「時間管理が何よりも重要」という。仕事量を自

分で管理し、時には副業先との交渉も必要になる。森田さんは、

本業とプライベートに影響を及ぼさないことをルールとし、副業は

早朝の時間を活用しているそう。

特集 キャリアを旅しよう

前部署で仕事をいろんな角度から考える力が

養われたという林さん。「定性調査を行うには、

社内だけでなく、クライアントやマクロミル

モニタ等、社外のさまざまな立場の方とコミュ

ニケーションを取る必要がありました。多面的な

視点は異動後も確実に活きています」。

前部署の経験で特に活きていることは？

>>>>

>>>>

林
さ
ん
は
︑前
職
で
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
の
企
画
・
運

営
に
携
わ
っ
て
い
た
︒コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
の
一
環
で

ユ
ー
ザ
ー
と
の
座
談
会
を
開
催
す
る
機
会
も
あ
り
︑

﹁
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
︑定
性
調
査
の
知
識
を

深
め
た
い
﹂と
マ
ク
ロ
ミ
ル
に
入
社
︒定
性
調
査
の
運

用
担
当
と
し
て
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
た
が
︑

前
職
で
手
掛
け
て
い
た
W
E
B
広
告
の
運
用
に
も

興
味
が
あ
り
︑入
社
時
か
ら
︑い
ず
れ
は
定
性
領
域

で
の
経
験
を
活
か
し
て
デ
ジ
タ
ル
領
域
に
異
動
し
た

い
と
考
え
て
い
た
︒仕
事
で
成
果
を
挙
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
頃
︑上
司
に
意
向
を
伝
え
る
と
︑公
募

異
動
制
度
の
活
用
を
薦
め
ら
れ
た
︒﹁
ち
ょ
う
ど
現

部
署
が
募
集
し
て
い
て
︑上
司
が
つ
な
い
で
く
れ
た

ん
で
す
﹂︒部
署
の
雰
囲
気
や
仕
事
の
詳
細
を
聞
き
︑

チ
ー
ム
の
食
事
会
に
も
参
加
︒自
身
の
意
向
を
改
め

て
固
め
︑異
動
の
希
望
を
叶
え
た
︒﹁
事
前
に
皆
さ
ん

の
人
と
な
り
や
仕
事
へ
の
姿
勢
を
知
れ
た
の
で
︑異

動
後
の
不
安
や
ギ
ャ
ッ
プ
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
﹂そ
う
だ
︒

林
さ
ん
の
今
後
の
目
標
は
︑定
性
調
査
と
デ
ジ
タ

ル
を
融
合
さ
せ
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
に
携
わ
る
こ

と
︒﹁
定
性
調
査
は
人
の
感
情
や
熱
量
を
引
き
出
せ

る
の
が
特
長
で
す
︒ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
調
査
に
立
ち

合
え
な
く
て
も
︑事
実
だ
け
で
な
く
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ

ル
な
部
分
ま
で
報
告
で
き
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
あ
っ
た

ら
良
い
な
と
﹂︒最
近
は
組
織
作
り
に
も
興
味
が
あ

る
︒﹁
チ
ー
ム
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
や
︑

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
ど
う
整
え
る
か
な
ど
︑組
織
を

よ
り
良
く
す
る
こ
と
に
も
貢
献
し
た
い
﹂と
話
す
︒

異
動
の
経
験
を
活
か
し
て
パ
ワ
フ
ル
に
突
き
進
む
林

さ
ん
︒今
後
の
活
躍
も
楽
し
み
だ
︒

まずは、「今」に目を向けて欲しいと思います。目の前の仕事と向き合い成果を出せば、きっと良い未来に

辿り着けるはず。その上で、アクションを起こすことも大切です。周囲に相談したり、調べてみたり、最終的に

自分が納得できる選択を重ねていけると良いですね。

なぜ異動したいのか、異動して何がしたいのかを自分の中で明確に

すると良いと思います。確固たる想いがあるのであれば、縦・横・斜めの

人に相談をしてみてください。実際にその部署で働く人と話してみる

のもおすすめです。

同じ悩みを
抱える皆さんへの

同じ悩みを抱える皆さんへの

“
「今」を大切にしながらも、アクションを起こして「今」を大切にしながらも、アクションを起こして

”

“
異動はゴールではなく手段です異動はゴールではなく手段です

”

本業にはどのような良い影響があった？本業と両立するコツは？
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特集 キャリアを旅しよう

山田真輔さん
より厳しい環境に身をおくため、
転職を決意

﹁
マ
ク
ロ
ミ
ル
を
辞
め
る
理
由
は
な
か
っ
た
﹂︒山

田
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
こ
う
語
る
︒在
籍
時

は
営
業
の
第
一
線
で
活
躍
し
︑2
0
1
8
年
に
は
マ

ネ
ジ
ャ
ー
M
V
P
を
受
賞
︒異
動
後
は
︑新
サ
ー
ビ

ス
で
営
業
や
運
用
の
整
備
を
行
う
な
ど
︑圧
倒
的

な
存
在
感
を
放
っ
た
︒し
か
し
︑突
然
の
退
職
︒会
社

経
営
者
で
あ
る
祖
父
に
︑昔
か
ら
漠
然
と
憧
れ
を

持
っ
て
い
た
そ
う
︒そ
の
願
い
は
︑会
社
を
経
営
す

る
友
人
か
ら
の
誘
い
で
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
︒ 

﹁
マ
ク
ロ
ミ
ル
は
す
ご
く
幸
せ
な
職
場
︒常
に
好

奇
心
が
満
た
さ
れ
︑キ
ャ
リ
ア
で
悩
ん
だ
こ
と
が
な

か
っ
た
﹂︒た
だ
︑同
じ
環
境
に
身
を
置
き
続
け
る
こ

と
が
性
に
合
わ
ず
︑﹁
職
務
や
環
境
が
変
わ
っ
た
時
︑

果
た
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
出
せ
る
の
か
﹂と
常

に
自
問
自
答
を
し
て
い
た
そ
う
︒﹁
環
境
が
良
す
ぎ

た
の
で
︑考
え
た
ら
辞
め
な
い
選
択
肢
し
か
な
か
っ

た
︒だ
か
ら
あ
え
て
考
え
な
い
よ
う
に
し
た
﹂︒そ

し
て
覚
悟
を
持
っ
て
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
を
飛
び
出
し
た
︒

退
職
後
は
中
小
企
業
の
経
営
に
携
わ
り
︑経
営
の
厳

し
さ
や
楽
し
さ
を
身
を
も
っ
て
知
っ
た
︒ 

そ
の
後
︑タ
ス
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
ツ
ー
ル

﹃Jooto

﹄の
事
業
責
任
者
と
し
てPR TIM

ES

社
に

転
職
︒現
在
は
執
行
役
員
と
し
て
の
役
割
を
担
う
︒

働
く
ス
タ
ン
ス
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
︒﹁
今
こ

の
瞬
間
︑人
生
で
一
番
力
を
出
し
切
れ
て
い
る
か
︒

﹃
し
ん
ど
さ
﹄の
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
て
い
る

か
﹂︒常
に
自
分
に
問
い
か
け
︑高
い
目
標
に
向
か
っ

て
突
き
進
ん
で
い
る
︒ 

あ
え
て
社
外
に
飛
び
出
し
、 

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦

2010年、マクロミルに新卒入社。営業として幅広い業界のクライアントを担当後、メンバー育成や、統合

データ事業（現・プロダクト統括本部）のマネジメントに携わる。2019年12月に退職し、2020年に株式

会社エム・マーケティングの取締役に就任。2021年4月より株式会社PR TIMESに入社し、2022年4月

より現職。同社が運営するタスク・プロジェクト管理ツール『Jooto』の事業責任者を務める。

数々のデータに触れた経験を通し、「データを読み取る

力が身に付いた。そのリテラシーは事業を創る上で確

実に活きている」という。また、成果へのこだわりの強

さも、マクロミルでの経験が大きく影響しているそうだ。

「マクロミルは異動の希望を伝え続ければ実現すること

もあったり、副業等さまざまな働き方を経験できたりす

る環境だったから」と山田さん。異動により複数の部署

を経験し、好奇心が満たされたことも大きいそうだ。

どの業界でも、今後データの重要性がさらに高まっていくはず。マクロミルで身に付けら

れる、データを読み解き活用するリテラシーは、社外でも通じる強みであり、間違いなく

「最強のスキル」です。ぜひ、仕事を通じて自分の力を高めていってください！

>>>>

マクロミルでの経験はどう活きている？なぜ転職活動をしなかった？

データを扱う力は事業を創るのに欠かせない社内に多様な経験を積める環境があったから

元マクロミル社員から
皆さんへの

“

”

マクロミルで得られるスキルは社外でも活かせる強みになる マクロミルで得られるスキルは社外でも活かせる強みになる 

株式会社PR TIMES 執行役員

Jooto事業部 事業部長

城戸昌宏さん
データビジネスデザイン本部

思い切って環境を変え、他社を経験。
その結果、再入社を決意

﹁
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
た
時
に
︑こ
の
ま
ま
で

良
い
の
か
漠
然
と
し
た
不
安
が
あ
っ
た
﹂︒集
計
部
門

で
３
年
ほ
ど
経
験
を
積
ん
だ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
ん
な

悩
み
を
抱
え
て
い
た
城
戸
さ
ん
︒﹁
自
分
の
力
を
試
し

て
み
た
い
︒い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
︑新
し
い
ス

キ
ル
も
身
に
付
け
た
い
﹂と
転
職
を
決
意
し
た
︒幸
い

な
こ
と
に
︑転
職
先
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
も
の
の
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
の
成
長
ス

ピ
ー
ド
の
速
さ
や
風
通
し
の
良
さ
と
の
違
い
に
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と
い
う
︒そ
ん
な
時
に
︑

﹁
マ
ク
ロ
ミ
ル
で
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
事
業
を
始
め
る
か

ら
︑企
画
に
関
わ
っ
て
み
な
い
？
﹂と
当
時
の
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
誘
い
を
受
け
︑改
め
て
マ
ク
ロ
ミ
ル
の
ス

ピ
ー
ド
感
を
求
め
て
再
入
社
を
決
心
︒

だ
が
再
入
社
し
て
か
ら
も
︑ま
た
も
や
大
き
な
壁

に
ぶ
つ
か
っ
た
︒﹁
初
め
て
の
企
画
職
で
︑周
囲
は
優
秀

な
人
ば
か
り
︒仕
事
内
容
も
多
岐
に
わ
た
り
︑自
身
の

ス
キ
ル
不
足
を
痛
感
し
た
﹂︒し
か
し
︑﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
環
境
に
せ
っ
か
く
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
わ
け
だ
し
︑

ど
う
に
か
乗
り
越
え
ね
ば
﹂と
思
っ
た
城
戸
さ
ん
は
︑

強
み
の
集
計
ス
キ
ル
を
軸
に
︑得
意
領
域
を
広
げ
て

い
っ
た
︒﹁
自
分
は
縁
の
下
の
力
持
ち
的
な
働
き
方
が

得
意
と
気
づ
い
た
ん
で
す
︒新
し
い
企
画
を
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
や
営
業
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
︑自
身
で
集
計
し

た
デ
ー
タ
を
も
と
に
意
見
を
引
き
出
す
よ
う
に
し
て

い
ま
し
た
﹂︒そ
の
結
果
︑仕
事
を
上
手
く
進
め
ら
れ

る
場
面
が
増
え
て
自
信
が
付
き
︑周
囲
か
ら
も
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
︒城
戸
さ
ん
は
今
期
か

ら
新
設
の
部
署
で
︑デ
ー
タ
利
活
用
の
推
進
と
い
う

新
た
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
て
い
る
︒

外
に
出
て
気
づ
い
た
、マ
ク
ロ
ミ
ル
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
」で
さ
ら
に

成
長
し
た
い

2014年新卒入社後、集計部門に配属。その後2017年に化粧品メーカーに転職。

店舗の売上・顧客分析等を経験し、2019年にマクロミルへ再入社。現在は新設の

データアーキテクトグループで、顧客企業のデータ利活用の推進に従事している。

マクロミルは優秀で仕事ができる人がたくさんいる

「手を挙げれば何でも挑戦できるのがマクロミルの良さ」だと口

にする城戸さん。また、「日々当たり前に使っているPCやExcelの

スキルも他社ではかなり重宝されるはず。皆さんはもっと自信を

持つべき」と力強く語ってくれた。

データアーキテクト人材の地位を確立していきたい

業務改善やオートメーション化を担える人材は世間的にも重要

性が増したと実感している城戸さん。「コストやメンテナンスの

しやすさを考え、業務改善やシステムの設計をできるようにな

りたいし、そんな人材を増やしていきたいです」。

>>>>

他社に転職した当時、マクロミルの目指す方向性や他部署の業務理解ができていたら、違う未来になっていたかもしれ

ません。転職をする・しないに関わらず、今の自分はマクロミルで何ができるか、あらゆるポジションで想像してみて

ください。

同じ悩みを
抱える皆さんへの

“

”

不安や焦りを感じた時は、

情報収集をして選択肢を広げてみて！

不安や焦りを感じた時は、

情報収集をして選択肢を広げてみて！

再入社の経験で気づいたことは？今後の目標は？
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キャリアの長旅には休憩が必要

仕事をしていると、思っていた結果が出せなかったり、他人と比較してしまったり……、

時には落ち込むことってありますよね。そんな時、皆さんはどのようにモヤモヤを解消

しているのでしょうか。他の人の切り替え術を参考にしつつ、自分にぴったりなモヤ

モヤ解消法を見つけてみましょう。

Q. 落ち込んだ時の切り替え術を教えて！

1位：とにかく寝る

２位：誰かに話を聞いてもらう

３位：好きなものを食べる

４位：お酒を飲む

５位：体を動かす

64.3%
48.6%
45.7%

37.1%

32.9%

マクロミル社員は、モヤモヤを解消したい時、「とにかく寝る」方が圧倒的に多いようです。心身ともに休むことで
頭もすっきりしますよね。「何も考えたくない自分」を認めてあげるのも時には大事なことです！

（複数回答）n=70

そのほかにも、社内にはユニークなモヤモヤ解消法を持つ方がたくさんいました。あなたも共感する方法があるかも？！

筋トレで体を鍛え、自分に自信をつけています。特に全身の筋トレは

きついので、「しんどいのに頑張っている自分、偉い！」という気持ちに

なりますし、自分好みのスタイルになれると自己肯定感も高まります。

エステやマッサージに行ったり、おいしいものを食べた

りして、「こうやって好きにお金を使えるだけ、私は頑

張って働いているんだ！」と思うようにしています。

寝て起きるとすべてを忘れて

います。「睡眠は薬に勝る」と

いう言葉を信じて疑わないの

が秘訣です。
食べ放題や回転寿司に行って、とにかく食べま

くって忘れます。悩んでも仕方がないのは分かって

いますが、どうしても記憶に残ってしまっているの

で、食べることに集中し、時間が早く過ぎるよう

念じます。

Uber Eatsで値段を気にせず好きなもの

を頼みます。おいしいものを食べること

で贅沢な気持ちになりますし、自分にプ

チご褒美をあげることで、「明日からも

頑張ろう！」と思えます。

感染対策を行いつつ、週１～２回のペースで、チー

ムのメンバーや他部署の方と飲みに行っています。

辛かったことも笑い話として昇華して、モヤモヤを

発散します。皆さんに愚痴や目標、時には趣味の話

まで楽しんで聞いてもらえて嬉しいです。（飲みに

行ってくださる皆さん、ありがとうございます！）

読書で知識を増やす、プログラミングに挑戦する等、見聞を深めて自信をつ

けています。仕事に役立つ情報が得られた時は、「うおお！誰かに話したい！」と

いう気持ちになり、気づいたらモヤモヤが吹き飛んでいます（笑）。

第２事業本部 谷田絵里栞さん

法務総務本部

勝木弘喜さん
第2事業本部

弓家美穂子さん

財務経理本部

吉岡裕明さん

第1事業本部 佐藤寛己さん

第1事業本部

横山沙緒里さん

第１事業本部 七戸茉莉子さん

第２事業本部

本間直晃さん

夫婦間のコミュニケーションを大切にしているので、モヤモヤは

奥さんに話します。楽しく聞いてもらえるよう面白おかしく話を

盛ると、大抵は笑い話になり、気持ちもすっきりすることが多い

です。

▲有志で集まったメンバーと飲みに行った時の一枚

◀最近、気分転換に読んでいると
いう『ビールの図鑑』。「仕事と
は関係ないですが、面白くてお
すすめです！」（本間さん）

特集 キャリアを旅しよう

マクロミル社員に
聞いた
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特集 キャリアを旅しよう

チャンスを引き寄せた

旅の途中、あえて別の道を通ってみたり、時には流れに身を任せた

りすることで意外な景色が見えてくるかもしれません。ここでは

悩みながらも日々努力を重ね、進むべき方向を模索したことで

キャリアを切り開いた人のエピソードを取り上げます。

鈴木唯さん
第2事業本部

上司の提案で2カ月の有給休暇を取得

﹁
次
の
仕
事
は
決
ま
っ
て
い
な
い
で
す
が
︑年
内

で
辞
め
よ
う
と
思
い
ま
す
﹂︒一
緒
に
働
く
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
の
退
職
が
続
き
︑グ
ル
ー
プ
の
案
件
を
一

手
に
担
う
状
況
が
続
い
た
鈴
木
さ
ん
︒心
身
と
も

に
疲
弊
し
︑上
司
に
こ
う
告
げ
た
︒ク
ラ
イ
ア
ン
ト

に
丁
寧
に
向
き
合
う
営
業
ス
タ
イ
ル
を
大
事
に
し

て
き
た
が
︑膨
大
な
量
の
案
件
調
整
に
追
わ
れ
︑理

想
と
す
る
営
業
活
動
が
で
き
ず
や
り
が
い
を
見
出

せ
な
く
な
っ
た
︒当
時
︑鈴
木
さ
ん
の
部
長
だ
っ
た

小
笠
原
道
明
さ
ん
は
︑こ
れ
を
聞
い
て
休
暇
の
取

得
を
提
案
︒﹁
決
断
す
る
に
は
疲
れ
す
ぎ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
﹂と
考
え
︑担
当
業
務
を
引
継
ぎ
の

上
︑２
カ
月
弱
の
有
給
休
暇
を
取
得
し
た
︒

休
暇
中
は
他
社
の
面
接
を
受
け
︑最
終
面
接
に

進
ん
だ
会
社
も
あ
っ
た
︒迷
っ
て
い
た
鈴
木
さ
ん
の

背
中
を
押
し
た
の
は
︑﹁
ど
ん
な
場
所
で
も
こ
れ
ま

で
の
キ
ャ
リ
ア
は
活
き
る
け
ど
︑唯
さ
ん
の
価
値
が

一
番
活
き
る
の
は
マ
ク
ロ
ミ
ル
だ
と
思
う
よ
﹂と
い

う
小
笠
原
さ
ん
の
言
葉
︒こ
れ
ま
で
営
業
と
し
て

高
い
実
績
を
積
ん
で
き
た
鈴
木
さ
ん
︒﹁
今
ま
で
積

み
上
げ
て
き
た
も
の
は
︑少
し
も
無
駄
に
し
た
く

な
い
﹂と
思
い
︑熟
慮
の
末
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
に
残
る
こ

と
を
決
め
た
︒

30
代
は
家
庭
に
も
軸
足
を
置
き
た
い
と
考
え
︑

営
業
の
中
で
も
勤
務
時
間
を
調
整
し
や
す
い
役
割

に
変
更
し
︑関
心
の
あ
っ
た
育
成
担
当
と
し
て
新

た
な
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
︒現
在
は
営

業
育
成
の
E
X
P※

と
し
て
前
例
の
な
い
道
を
進

ん
で
い
る
︒﹁
日
々
教
育
の
質
を
高
め
︑出
身
者
が

社
内
外
か
ら
評
価
さ
れ
る
育
成
組
織
を
作
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
﹂︒

心
身
を
休
め
、「
積
み
上
げ
た
も
の
を

無
駄
に
し
た
く
な
い
」と
再
発
進

2014年新卒入社。入社以来営業としてWEBサービス、電気、金融、

日用消費財領域等、幅広いクライアントを担当。2022年1月より

役割が変わり、今は営業の育成に従事している。

会社や仕事を客観的に捉え直す機会が作れた

他社の選考を受けても、「この人の下で働きたいと思える人がい

る会社に出会えなかった」と、マクロミルの「人」の魅力を改めて

感じた。また、営業や接客等の業務を客観的に捉え直し、「入社

9年目にしてこれまでのやり方を見直すことができた」と話す。

メンバーの成長と、教育を通した長期的な組織貢献

一番はメンバーの成長を身近で感じられること。教育環境を一

律に整えることで営業力を担保でき、結果的にクライアントに

も貢献できる。組織目標から逆算した教育を考え、クライアン

トや組織の課題解決に寄与できる点がやりがいだそう。

>>>>

きちんと休んでキャリアや自分の考えを棚卸しすることも大事。その上でまずは相談してみる。マクロミルには丁寧に

寄り添ってくれる人がいると感じています。社内でも、自分だけでは想像できないキャリアパスを描けるかもしれません。

同じ悩みを
抱える皆さんへの

“

”

時には立ち止まって自分の考えを整理してみては時には立ち止まって自分の考えを整理してみては

第１事業本部

藤江宏多さん

欲しいスキルが身に付く部署で経験を積む

あ
え
て
別
の
道
を
選
ん
だ
経
験
が
、

独
自
の
強
み
に
な
っ
た

2014年新卒入社後、集計部門に配属。2017年よりソリュー

ション部門に異動。2020年にチームリーダーとなりメンバーの

マネジメントを経験。2022年７月よりマネジャー。

キャリアを切り開くためにしていたことは？

目標に向かって進むための意識的な情報収集

キャリアを考える時、「まずは目標を置き、そこに向

かうための方法を考える」という藤江さん。目指す姿

を見つける場として「わたしのしごと※」は参考になっ

ているそう。また、目標に向けて「どう進むべきか」

は書籍を読む等で普段からインプットを重ね、その

上で考えるようにしている。

>>>>

就
職
活
動
中
か
ら
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
を
志
し
て
い
た
藤

江
さ
ん
︒た
だ
︑最
初
の
配
属
で
は
集
計
を
希
望
し
た
︒

﹁
就
活
時
の
自
己
分
析
で
︑ま
ず
は
集
計
か
ら
キ
ャ
リ

ア
を
始
め
た
い
と
考
え
ま
し
た
︒デ
ー
タ
を
扱
う
専
門

ス
キ
ル
を
自
分
の
武
器
に
し
た
か
っ
た
ん
で
す
﹂︒

希
望
が
叶
い
︑集
計
に
配
属
︒実
務
の
中
で
も
目
標

を
見
据
え
た
行
動
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
︒案
件
対
応

時
︑集
計
後
の
デ
ー
タ
か
ら
読
み
解
け
る
こ
と
を
自

分
な
り
に
考
え
︑担
当
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
に
伝
え
て
い

た
︒そ
れ
に
対
す
る
反
応
な
ど
を
通
じ
て
︑﹁
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
の
視
点
﹂を
少
し
ず
つ
吸
収
で
き
た
と
い
う
︒

ま
た
︑自
分
の
目
標
を
周
囲
に
伝
え
続
け
た
こ
と
で
︑

先
輩
や
上
司
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
た
り
︑勉

強
会
を
開
催
し
て
も
ら
っ
た
り
と
︑リ
サ
ー
チ
ャ
ー

の
仕
事
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
︒

入
社
し
て
４
年
目
︑想
定
よ
り
早
く
リ
サ
ー
チ
ャ
ー

に
異
動
︒﹁
先
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
︑早
め
に
経
験
し

て
は
﹂と
︑上
司
が
道
を
作
っ
て
く
れ
た
そ
う
だ
︒

集
計
で
の
経
験
は
藤
江
さ
ん
の
大
き
な
強
み
に

な
っ
て
い
る
︒﹁
集
計
仕
様
書
か
ら
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や

リ
サ
ー
チ
ャ
ー
の
目
的
を
想
像
し
︑達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
対
応
を
考
え
る
中
で
︑﹃
目
的
を
咀
嚼
し
て
く

み
取
る
力
﹄が
身
に
付
き
ま
し
た
︒こ
の
ス
キ
ル
は
そ

の
ま
ま
今
の
仕
事
で
も
活
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
﹂︒

現
在
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
奮
闘
中
︒今
後
は

﹁
社
内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
の
ア
セ
ッ
ト
を

う
ま
く
活
用
し
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
支
援
を
行
え

る
人
材
に
な
り
︑そ
の
成
功
事
例
を
チ
ー
ム
に
も
波

及
さ
せ
て
い
き
た
い
﹂と
自
身
の
強
み
を
活
か
し
た

目
標
を
語
っ
て
く
れ
た
︒

マクロミルは意欲があれば受け入れてくれる環境があります。目指してい

るものがあったら、まずは周囲に伝えることが大事。目の前の仕事にきち

んと向き合っていれば、きっとアドバイスしてくれる人がいるので、臆せず

に発信してみよう。

同じ悩みを抱える皆さんへの

“
自分がやりたいことは

積極的に周囲に伝えていこう

自分がやりたいことは

積極的に周囲に伝えていこう

”

休暇中にしたこと、感じたことは？現在の仕事のやりがいは？

※マクロミル社内における等級種別の一つ。Expertの意味で担当分野の専門知識と経験を活かして業務を行う
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※社員が自分の仕事内容や身に付いたスキルをプレゼ
ンするイベント



特集 キャリアを旅しよう

新卒で調査会社に入社後、通販会社を経て2008年に

ヤフーバリューインサイト（以下、YVI）へ中途入社。マクロミ

ルとの経営統合後、2014年に旧デジタルマーケティング事

業部に異動し、プロダクト企画を担当。現在は関西支店で

大手クライアントの主担当リサーチャーとして活躍中。

転機をいくつも乗り越えて

数多くの転機を乗り越える中でさまざまな経験をかけ合わせ、独自の

専門性と役割を築いたプロフェッショナルのキャリアを紹介します。

宮沢冷奈さん

創意工夫を重ね、着実にステップアップ

大
学
在
学
中
に
２
人
の
お
子
さ
ん
を
出
産
し
た
宮

沢
さ
ん
は
卒
業
後
︑ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
マ
ク
ロ
ミ
ル

に
入
社
︒﹁
同
世
代
と
比
べ
て
遠
回
り
の
ス
タ
ー
ト
︒漠

然
と
焦
り
が
あ
り
ま
し
た
ね
﹂と
当
時
を
振
り
返
る
︒

入
社
後
はAccessM

ill ※

の
運
用
や
営
業
の
成
績

管
理
な
ど
を
担
当
︒独
学
で
マ
ク
ロ
の
知
識
を
身
に

付
け
業
務
効
率
化
を
図
る
な
ど
︑創
意
工
夫
を
欠
か

さ
ず
︑翌
年
に
は
上
司
の
推
薦
で
契
約
社
員
に
な
っ

た
︒﹁
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
声
を
直
接
聞
き
︑何
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
﹂と
の
想
い
か
ら
︑部
内

で
前
例
が
な
い
中
︑契
約
社
員
と
し
て
営
業
へ
の
キ
ャ

リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
希
望
︒制
度
や
育
成
の
面
で
周
囲

が
柔
軟
に
対
応
し
て
く
れ
︑﹁
意
欲
が
あ
れ
ば
応
え
て

く
れ
る
環
境
が
あ
り
が
た
か
っ
た
﹂と
話
す
︒

そ
れ
で
も
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
悩
む
日
々
は
続
い

た
が
︑環
境
に
応
じ
て
で
き
る
こ
と
を
地
道
に
継
続
︒

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
つ
い
て
周
辺
情
報
ま
で
細
か
く
調

べ
︑課
題
を
予
想
し
提
案
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
で
実
績

を
積
み
上
げ
て
い
っ
た
︒30
歳
を
過
ぎ
る
頃
︑ず
っ
と

抱
え
て
い
た
キ
ャ
リ
ア
へ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
気
づ

け
ば
な
く
な
っ
て
い
た
︒﹁
同
世
代
が
描
く
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
を
︑同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
歩
め
な
い
こ
と
に
ず
っ
と

焦
っ
て
い
ま
し
た
︒で
も
︑自
分
は
ど
ん
な
経
験
も
糧

に
し
て
︑キ
ャ
リ
ア
を
着
実
に
積
み
上
げ
て
い
く
タ
イ

プ
な
ん
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
﹂︒

今
後
は﹁
強
み
を
掛
け
算
し
︑活
躍
の
幅
を
広
げ

た
い
﹂と
︑営
業
の
ほ
か
に
も
軸
足
を
模
索
中
だ
と

い
う
︒﹁
何
事
も
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
る
の
で
︑新
し
い
領
域
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
で
す
﹂と
語
っ
た
︒

実
績
を
積
み
上
げ
る
う
ち
に
、自
分
の

キ
ャ
リ
ア
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た

2015年に旧デジタルマーケティング事業部にアルバイトとして入社し、

同部門で契約社員、正社員とステップアップ。運用から営業に職種変更後、

広告効果測定や、各種データを活用した分析案件を担当。

「できないことは思い切って人に頼る」「役割分担をお願い

する」「優先順位をつけて提案していく」ことを意識し、

時間に制約がある中でもクライアントに伴走できるよう

工夫している。

時にはクライアントが企画するキャンペーンに、いちユー

ザーとして参加することも。「今これを開催しているという

ことは、今後この領域を強化する予定では」と仮説を立て、

提案に活かしているそう。

他人と比べて焦っていた時、自分とは違う職業や世代の人たちに目を向けることで、生き方やキャリアには

さまざまな形があっていいんだと気づくことができました。比較するキャリアの対象を広げてみることで、新しい

発見があるかもしれません。

>>>>

仕事と家庭とのバランスはどう取っている？クライアント理解はどうしている？

選択と集中でクライアントに伴走しきる！生活の中でもユーザーとして理解を深める

同じ悩みを
抱える皆さんへの

“

”

比較対象を広げ、多様なキャリアに目を向けてみよう比較対象を広げ、多様なキャリアに目を向けてみよう

第１事業本部

森山聖彦さん

リサーチャーに留まらない！八面六臂の活躍

﹁
自
分
を
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
定
義
し
た
こ
と
は
な
い
﹂

と
話
す
森
山
さ
ん
︒新
卒
で
入
社
し
た
会
社
で
は
︑営

業
︑実
査
︑集
計
︑分
析
︑コ
ン
サ
ル
ティ
ン
グ
と
全
工
程

に
携
わ
っ
て
い
た
︒ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
課
題
解
決
の
た
め

に
一
気
通
貫
で
幅
広
く
対
応
し
た
経
験
が
︑森
山
さ
ん

の
20
年
を
超
え
る
キ
ャ
リ
ア
の
礎
と
な
っ
て
い
る
︒

一
度
は
事
業
会
社
で
マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
を
し
て
み
た

い
と
転
職
し
た
が
︑扱
う
商
品
や
業
務
範
囲
が
限
定
的

な
環
境
が
自
分
に
は
合
わ
な
い
と
感
じ
た
︒そ
こ
で
︑

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
意
思
決
定
を
支
援
で
き
る

Y
V
I
に
入
社
︒そ
れ
ま
で
関
西
を
拠
点
と
し
て
い
た

が
︑Y
V
I
が
マ
ク
ロ
ミ
ル
と
経
営
統
合
し
た
後
の

2
0
1
3
年
︑品
川
本
社
へ
の
異
動
が
決
ま
っ
た
︒﹁
品

川
で
働
く
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
ず
︑最
初
は
正
直
嫌
で
し

た
﹂︒し
か
し
︑大
き
な
学
び
も
あ
っ
た
︒デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
企
画
を
担
当
し
︑デ
ー
タ

取
得
に
関
わ
る
要
件
定
義
︑調
査
か
ら
分
析
ま
で
の
運

用
フ
ロ
ー
の
整
備
等
︑基
盤
作
り
に
奔
走
し
た
︒﹁
新
し

い
も
の
を
作
り
上
げ
る
中
で
︑い
ろ
い
ろ
な
人
の
価
値

観
や
ス
キ
ル
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
︒自
分
一
人
で
で
き

る
仕
事
は
な
い
︒周
囲
と
一
緒
に
大
き
な
仕
事
を
進
め

て
い
く
た
め
の
心
得
が
学
べ
ま
し
た
ね
﹂︒

そ
の
後
は
再
び
関
西
支
店
へ
異
動
︒﹁
仕
事
の
ゴ
ー

ル
は
い
つ
で
も
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
意
思
決
定
を
支
援

す
る
こ
と
﹂だ
と
し
て
︑現
在
も
各
所
で
ま
わ
り
を
巻

き
込
み
奔
走
し
て
い
る
︒2
0
2
1
年
に
は
︑大
手
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
取
引
拡
大
に
貢
献
︒現
在
は
同
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
主
担
当
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
伴
走
す

る
一
方
で
︑﹁
自
身
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
般
化
し
︑皆
が
対

応
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
﹂と
語
っ
た
︒

今
も
昔
も
ゴ
ー
ル
は
一
つ
。

周
囲
を
巻
き
込
み
、走
り
続
け
た
20
年

マクロミルでは皆さんの想像以上に、いろんな仕事にチャレンジできると思います。社内にどんな人がいて、

どんな流れで仕事が動いているのかを理解すれば、きっと自分が活躍できる場所を見つけられるはず。

皆さんへの
“

”

自分の強みを活かせる仕事は社内に他にもあるはず。

他部署の仕事にも目を向けてみよう

自分の強みを活かせる仕事は社内に他にもあるはず。

他部署の仕事にも目を向けてみよう

第１事業本部

1999年 2006年 2008年 2010年 2013年 2014年 2016年 2021年

通販会社に
転職

YVIに
転職

マクロミルと統合。関西支店の
ソリューション部門に配属

品川のソリュー
ション部門へ異動

関西支店のソリュー
ション部門に異動

品川のデジタルマーケ
ティング事業部に異動

新卒で調査
会社に入社

自社データを活用した分析に携わ
るも、同じ商品・業種に関わり続け
ることが合わず再び調査会社へ

突然の異動辞令。関西で働き
続けたいと考えていたため、一番
モチベーションが下がった時

新プロダクトの基盤整備に奔走。
「時間がいくらあっても足りな
かったが、とにかく楽しかった」

関西支店で大手クライアントと
の取引拡大に尽力。2021年から
は主担当リサーチャーに

森山さんの歩み

※アクセスログを活用したデジタルマーケティングリサーチサービス      

1415 1415



特集 キャリアを旅しよう

慶應義塾大学
SFC研究所上席所員

高橋俊介先生

キャリア形成の道しるべキャリア形成の道しるべ

1978年に東京大学工学部航空工学科卒業後、日本国有

鉄道に入社。1984年にはプリンストン大学院工学部修士

課程を修了し、マッキンゼー・アンド・カンパニーを経て

1989年に米国ワイアット社（現タワーズワトソン社）に入

社。1993年には代表取締役社長に就任。1997年に独立

し、ピープルファクターコンサルティング設立。2000年５

月より慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任教

授に就任。同大学SFC研究所キャリア・リソース・ラボラト

リー研究員。2022年４月より現職。個人主導のキャリア

開発や組織の人材育成の研究・コンサルティングに従事。

先の予測が難しいVUCA時代とも言われる現代。今の仕事や働き方がずっと存在するのか、培ったスキルを活かし

続けることができるのか保障がなく、漠然と不安になりますよね。そこで、キャリア論の第一人者である慶應義塾大学

SFC研究所の高橋俊介先生に、現代におけるキャリアの築き方について伺いました。

―

キ
ャ
リ
ア
の
悩
み
に
つ
い
て
社
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
た
と
こ
ろ
、「
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
漠
然
と
し
た

不
安
が
あ
る
」と
い
う
人
が
最
も
多
い
結
果
で
し
た
。

V
U
C
A

時
代
と
も
呼
ば
れ
る
今
、キ
ャ
リ
ア
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
も
そ
も
現
代
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
誤
解

が
多
く
︑こ
こ
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
し
ょ
う
︒将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
時
︑自
分
が

ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
の
か
を
明
確
に
し
︑数
年
後

の
目
標
を
決
め
て
か
ら
逆
算
し
て
計
画
を
立
て
る

方
法
が
あ
り
ま
す
︒し
か
し
︑現
在
は
こ
の
よ
う
な

逆
算
型
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
す
る
こ
と
が
と
て
も
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
︒

20
世
紀
の
キ
ャ
リ
ア
論
で
は
︑自
分
に
向
い
て
い
る

仕
事
を
な
る
べ
く
早
く
見
つ
け
︑そ
れ
を
天
職
と
し

て
生
涯
続
け
て
い
く
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
︒し
か
し
︑今
は
ど
う
で
し
ょ
う
︒I
T
や
A
I
の

進
化
︑ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
化
に
よ
っ
て
仕
事
自

体
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
ま
す
よ
ね
︒例
え
ば
電

車
の
運
転
士
は
︑一
生
か
か
っ
て
や
っ
と
習
熟
す
る
よ

う
な
技
術
を
要
す
る
仕
事
で
し
た
が
︑現
在
は
多
く

の
路
線
で
自
動
化
が
進
ん
で
い
ま
す
︒一
生
を
か
け

て
極
め
る
仕
事
を
到
達
職
務
︑一
時
的
な
ス
テ
ッ
プ

と
な
る
仕
事
を
経
過
職
務
と
呼
び
ま
す
が
︑電
車
運

転
士
は
前
者
か
ら
後
者
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
︒

同
様
に
︑あ
ら
ゆ
る
仕
事
が
経
過
職
務
に
変
わ
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
︒こ
の
よ
う
に
仕
事
自
体
が
変
化
し

て
い
く
現
代
で
は
︑数
年
後
の
目
標
か
ら
逆
算
し
て

計
画
を
立
て
︑キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
こ
う
と
し

て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
︒そ
こ
で
︑21
世
紀
の
キ
ャ
リ

今
の
時
代
、目
標
逆
算
型
の

キ
ャ
リ
ア
は
難
し
い

題
に
関
わ
る
情
報
な
ど
を
学
ぶ
必
要
性
が
出
て
き
ま
す

よ
ね
︒こ
の
よ
う
に
︑﹁
仕
事
﹂と﹁
学
び
﹂に
対
す
る
自
律

的
な
行
動
を
連
鎖
さ
せ
な
が
ら
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ

て
い
く
の
が
︑﹁
キ
ャ
リ
ア
自
律
﹂の
基
本
的
な
進
め
方
で
す
︒

ま
た
︑﹁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
行
動
﹂と
は
端
的
に
言
う

と
人
間
関
係
に
対
す
る
投
資
で
す
︒普
段
か
ら
人
間
関

係
を
意
識
し
︑自
分
の
興
味
や
問
題
意
識
を
周
囲
に
伝

え
て
お
く
と
︑想
定
し
な
い
形
で
チ
ャ
ン
ス
が
舞
い
込
む

こ
と
が
あ
り
ま
す
︒私
は
こ
れ
を
布
石
行
動
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
︑日
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
布
石
を
打
っ
て

お
く
こ
と
で
︑結
果
的
に
自
分
が
満
足
で
き
る
キ
ャ
リ
ア

に
近
づ
け
る
の
で
す
︒

先
ほ
ど
紹
介
し
た
調
査
の
分
析
結
果
に
よ
る
と
︑自
分

ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
を
切
り
開
い
て
い
る
人
は
︑﹁
意
識
し
て

き
た
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
が
あ
る
﹂や﹁
数
年
後
の
具
体
的
な

キ
ャ
リ
ア
ゴ
ー
ル
を
意
識
し
て
き
た
﹂と
い
う
項
目
と
ほ
と

ん
ど
相
関
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒重
要
な
の
は
︑目
標

か
ら
計
画
的
に
行
動
す
る
こ
と
よ
り
も
︑日
頃
か
ら﹁
仕

事
﹂や﹁
学
び
﹂を
主
体
的
に
行
い
︑自
分
の
考
え
を
意
識

的
に
発
信
し
て
お
く
こ
と
だ
と
言
え
ま
す
︒一
方
で
︑﹁
退

職
し
て
も
社
会
で
通
用
す
る
と
思
っ
て
い
る
﹂と
い
う
項

目
は
非
常
に
相
関
が
高
い
で
す
︒つ
ま
り
︑こ
の﹁
自
分
は

社
会
の
ど
こ
で
も
通
用
す
る
﹂と
い
う
感
覚
を﹁
キ
ャ
リ
ア

自
律
﹂に
よ
っ
て
持
て
れ
ば
︑将
来
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と

も
な
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
︒

キャリアの旅は予測不能！？

”

“

プロダクト統括本部

田中哲さん

入社以来RD一筋！唯一無二の存在

メ
ン
バ
ー
は
家
族
。リ
サ
ー
チ
の

屋
台
骨
を
支
え
続
け
た
15
年

2007年中途入社。入社後、一貫してRD※の業務に携わる。

現在はRD企画推進室の室長として業務プロセスの整備に取り組む。

※リサーチディレクターの略。調査票の提案や実査工程のディレクションを行う職種

マ
ク
ロ
ミ
ル
入
社
時
︑前
職
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
経
験
を
活
か
そ
う
と
︑調
査
画
面
を
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
す
る
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー︵
カ
ス
タ
ム
R
D
の
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
︶を
希
望
し
た
田
中
さ
ん
︒し
か
し
︑配
属
さ
れ

た
の
は
R
D
だ
っ
た
︒そ
れ
か
ら
15
年
︑長
い
社
歴
の

中
で
一
貫
し
て
R
D
の
業
務
に
携
わ
っ
て
き
た
︒オ
ン

ラ
イ
ン・
リ
サ
ー
チ
の
屋
台
骨
で
あ
る
R
D
に
や
り

が
い
を
感
じ
な
が
ら
︑着
実
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
︑

リ
ー
ダ
ー
︑マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
管
理
職
の
道
を
歩
ん
だ
︒

﹁
当
初
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
り
た
く
な
か
っ
た
ん
で

す
﹂︒今
思
え
ば﹁
視
座
が
低
か
っ
た
﹂と
話
す
田
中

さ
ん
だ
が
︑メ
ン
バ
ー
と
同
じ
立
場
で
と
も
に
歩
み
た

い
と
考
え
て
い
た
か
ら
だ
︒し
か
し
上
司
に
頼
み
込

ま
れ
て
断
れ
ず
︑い
ざ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
み
れ
ば
︑

管
理
職
と
い
う
立
場
だ
か
ら
こ
そ
メ
ン
バ
ー
に
寄
り

添
い
︑課
題
解
決
の
手
助
け
が
で
き
る
と
分
か
っ
た
︒

﹁
R
D
の
経
験
し
か
な
い
こ
と
を
不
安
に
思
っ
た

こ
と
は
な
い
︒R
D
で
培
っ
た
ス
キ
ル
は
他
社
で
も
必

ず
通
用
す
る
﹂と
自
信
を
持
ち
︑﹁
ど
こ
に
行
っ
て
も

仕
事
の
本
質
は
一
緒
︒自
分
の
経
験
に
自
信
が
な
い

人
は
︑強
み
を
客
観
的
に
整
理
で
き
て
い
な
い
だ
け
﹂

と
言
い
切
る
︒

﹁
人
生
で
２
回
︑大
き
な
覚
悟
を
し
た
こ
と
が
あ
っ

て
︒１
回
目
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
結
婚
︑２
回
目
は
マ

ネ
ジ
ャ
ー
昇
格
で
す
﹂︒メ
ン
バ
ー
を
家
族
の
よ
う
に

思
い
︑皆
を
守
り
た
い
と
寄
り
添
い
続
け
て
き
た
︒そ

れ
だ
け
に
周
囲
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
が
︑﹁
頼
ら
れ

る
こ
と
以
上
に
︑メ
ン
バ
ー
の
成
長
や
周
り
の
笑
顔
を

見
る
方
が
好
き
﹂だ
と
い
う
︒ど
ん
な
立
場
で
あ
ろ

う
と
︑今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
気
持
ち
で
R
D
業
務

の
改
革
を
進
め
て
い
る
︒

いくつかの職種を経験することと同様に、一つの仕事を長く続け、専門性を高めることもキャリアアップの手段です。「ほか

の経験がないから」と不安になる必要はありません。着実に自分の強みに結びついているので、自信を持ってください!

皆さんへの
“

長く続けたことは必ず自分のスキルとして身に付く。
もし不安になるのなら、客観的に強みを分析してみよう

長く続けたことは必ず自分のスキルとして身に付く。
もし不安になるのなら、客観的に強みを分析してみよう

”

2002年 2007年 2009年 2014年 2016年 2019年 2022年

マクロミルに
転職

リーダーに
昇格

マネジャーに
昇格

マネジャー不在の
仙台に赴任

ユニット
長に昇格

部長に
昇格

RD企画推進室の
室長に就任

新卒で入社した会社でシス
テムエンジニアとして働く

前職の経験を活かすため
プログラマーを希望して
いたがRDに配属

当時は管理職に興味がなく
避けていたものの、強い要請
により管理職の道に

120人ものRDが所属する
部署を部長として率いる

運用現場を離れ、
RDの業務を支援
する企画に異動

生涯にわたり自分のキャリアに

コミットし続けること。

これが道を切り開くんです

生涯にわたり自分のキャリアに

コミットし続けること。

これが道を切り開くんです

田中さんの歩み

ア
論
に
お
い
て
重
要
な
の
は
︑変
化
に
対
応
し
な
が
ら
︑生

涯
に
わ
た
っ
て
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
コ
ミ
ッ
ト
し
続

け
る
こ
と
で
す
︒つ
ま
り
︑自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
主
体
的
に

切
り
開
い
て
い
く﹁
キ
ャ
リ
ア
自
律
﹂を
実
現
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
す
︒

―

「
キ
ャ
リ
ア
自
律
」は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
実
現
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

私
が
所
属
す
る
慶
應
義
塾
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
・
リ
ソ
ー

ス・
ラ
ボ
で
︑30
代
以
上
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
2
4
0
0

人
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
か
ら
︑自
分
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア

を
切
り
開
い
た
人
が
ど
ん
な
行
動
を
し
て
い
る
の
か
︑分

析
を
行
い
ま
し
た
︒そ
の
結
果
︑導
き
出
さ
れ
た
の
は
︑

﹁
主
体
的
ジ
ョ
ブ
デ
ザ
イ
ン
行
動
﹂﹁
ス
キ
ル
開
発
行
動
﹂

﹁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
行
動
﹂の
３
つ
で
す
︒

﹁
主
体
的
ジ
ョ
ブ
デ
ザ
イ
ン
行
動
﹂と
は
︑自
ら
仕
事
の

枠
組
み
を
見
直
し
た
り
︑仕
事
の
幅
を
広
げ
た
り
す
る
こ

と
︒﹁
ス
キ
ル
開
発
行
動
﹂は
主
体
的
な
学
び
を
行
う
こ
と

で
す
︒例
え
ば
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
課
題
解
決
の
た
め
に
自

ら
考
え
提
案
を
行
う
時
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
商
材
や
︑課
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特集 キャリアを旅しよう

―

キ
ャ
リ
ア
の
悩
み
に
つ
い
て
社
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
た
と
こ
ろ
、「
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
漠
然
と
し
た

不
安
が
あ
る
」と
い
う
人
が
最
も
多
い
結
果
で
し
た
。

V
U
C
A

時
代
と
も
呼
ば
れ
る
今
、キ
ャ
リ
ア
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
も
そ
も
現
代
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
誤
解

が
多
く
︑こ
こ
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
し
ょ
う
︒将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
時
︑自
分
が

ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
の
か
を
明
確
に
し
︑数
年
後

の
目
標
を
決
め
て
か
ら
逆
算
し
て
計
画
を
立
て
る

方
法
が
あ
り
ま
す
︒し
か
し
︑現
在
は
こ
の
よ
う
な

逆
算
型
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
す
る
こ
と
が
と
て
も
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
︒

20
世
紀
の
キ
ャ
リ
ア
論
で
は
︑自
分
に
向
い
て
い
る

仕
事
を
な
る
べ
く
早
く
見
つ
け
︑そ
れ
を
天
職
と
し

て
生
涯
続
け
て
い
く
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
︒し
か
し
︑今
は
ど
う
で
し
ょ
う
︒I
T
や
A
I
の

進
化
︑ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
化
に
よ
っ
て
仕
事
自

体
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
ま
す
よ
ね
︒例
え
ば
電

車
の
運
転
士
は
︑一
生
か
か
っ
て
や
っ
と
習
熟
す
る
よ

う
な
技
術
を
要
す
る
仕
事
で
し
た
が
︑現
在
は
多
く

の
路
線
で
自
動
化
が
進
ん
で
い
ま
す
︒一
生
を
か
け

て
極
め
る
仕
事
を
到
達
職
務
︑一
時
的
な
ス
テ
ッ
プ

と
な
る
仕
事
を
経
過
職
務
と
呼
び
ま
す
が
︑電
車
運

転
士
は
前
者
か
ら
後
者
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
︒

同
様
に
︑あ
ら
ゆ
る
仕
事
が
経
過
職
務
に
変
わ
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
︒こ
の
よ
う
に
仕
事
自
体
が
変
化
し

て
い
く
現
代
で
は
︑数
年
後
の
目
標
か
ら
逆
算
し
て

計
画
を
立
て
︑キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
こ
う
と
し

て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
︒そ
こ
で
︑21
世
紀
の
キ
ャ
リ

題
に
関
わ
る
情
報
な
ど
を
学
ぶ
必
要
性
が
出
て
き
ま
す

よ
ね
︒こ
の
よ
う
に
︑﹁
仕
事
﹂と﹁
学
び
﹂に
対
す
る
自
律

的
な
行
動
を
連
鎖
さ
せ
な
が
ら
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ

て
い
く
の
が
︑﹁
キ
ャ
リ
ア
自
律
﹂の
基
本
的
な
進
め
方
で
す
︒

ま
た
︑﹁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
行
動
﹂と
は
端
的
に
言
う

と
人
間
関
係
に
対
す
る
投
資
で
す
︒普
段
か
ら
人
間
関

係
を
意
識
し
︑自
分
の
興
味
や
問
題
意
識
を
周
囲
に
伝

え
て
お
く
と
︑想
定
し
な
い
形
で
チ
ャ
ン
ス
が
舞
い
込
む

こ
と
が
あ
り
ま
す
︒私
は
こ
れ
を
布
石
行
動
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
︑日
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
布
石
を
打
っ
て

お
く
こ
と
で
︑結
果
的
に
自
分
が
満
足
で
き
る
キ
ャ
リ
ア

に
近
づ
け
る
の
で
す
︒

先
ほ
ど
紹
介
し
た
調
査
の
分
析
結
果
に
よ
る
と
︑自
分

ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
を
切
り
開
い
て
い
る
人
は
︑﹁
意
識
し
て

き
た
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
が
あ
る
﹂や﹁
数
年
後
の
具
体
的
な

キ
ャ
リ
ア
ゴ
ー
ル
を
意
識
し
て
き
た
﹂と
い
う
項
目
と
ほ
と

ん
ど
相
関
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒重
要
な
の
は
︑目
標

か
ら
計
画
的
に
行
動
す
る
こ
と
よ
り
も
︑日
頃
か
ら﹁
仕

事
﹂や﹁
学
び
﹂を
主
体
的
に
行
い
︑自
分
の
考
え
を
意
識

的
に
発
信
し
て
お
く
こ
と
だ
と
言
え
ま
す
︒一
方
で
︑﹁
退

職
し
て
も
社
会
で
通
用
す
る
と
思
っ
て
い
る
﹂と
い
う
項

―

「
キ
ャ
リ
ア
自
律
」
を
実
践
し
た
い
け
ど
、そ
も
そ
も

「
主
体
的
に
な
れ
る
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
い
う
人

も
い
そ
う
で
す
。ど
の
よ
う
に
方
向
を
定
め
て
い
く
の
が

良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
は
ご
自
身
の﹁
内
的
動
機
﹂が
何
か
︑こ
れ
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
︒内
的
動
機
と
は
人
の
行
動
を

決
定
す
る
原
動
力
の
よ
う
な
も
の
︒﹁
心
の
利
き
手
﹂と

も
言
わ
れ
︑遺
伝
や
育
っ
た
環
境
に
影
響
さ
れ
る
た
め

人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
︒こ
れ
を
必
ず
し
も
向
い
て
い

る
職
種
と
結
び
つ
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
︒例
え
ば

同
じ
営
業
職
で
も
︑人
を
説
得
す
る
こ
と
が
好
き
な
人

は
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
を
極
め
た
り
︑感
謝
さ
れ
る
こ
と
が

好
き
な
人
は﹁
即
レ
ス
﹂や
先
回
り
対
応
を
徹
底
し
て
信

頼
を
勝
ち
取
っ
た
り
と
︑内
的
動
機
に
よ
っ
て
発
揮
で

き
る
自
身
の
強
み
を
︑仕
事
に
ど
う
活
用
す
る
か
を
考

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
︒

ま
た
︑先
ほ
ど
挙
げ
た﹁
主
体
的
ジ
ョ
ブ
デ
ザ
イ
ン
行

動
﹂の
中
核
と
な
る
の
は
︑自
分
が
大
事
に
し
た
い
価
値

観
で
す
︒達
成
感
や
成
長
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
よ
ね
︒ま
ず
は
自
分
の
価
値
観
を
整
理
す
る
︒そ

―

不
安
が
な
く
な
る
の
は
良
い
こ
と
で
す
ね
。そ
の
結
果
、

会
社
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
？

﹁
キ
ャ
リ
ア
自
律
﹂の
推
進
に
よ
っ
て
︑わ
ざ
わ
ざ
寝
た

子
を
起
こ
す
よ
う
な
こ
と
を
し
た
ら
退
職
者
が
増
え
る

の
で
は
？
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
の
で
す
が
︑私
は
こ
う

言
っ
て
い
ま
す
︒﹁
寝
て
い
る
社
員
よ
り
も
起
き
て
い
る
社

員
の
方
が
確
実
に
活
躍
し
て
く
れ
ま
す
よ
﹂っ
て︵
笑
︶︒そ

れ
は
さ
て
お
き
︑ビ
ジ
ネ
ス
が
複
雑
化
し
て
い
る
現
代
で

は
︑競
争
力
強
化
の
た
め
に
も
社
員
の﹁
キ
ャ
リ
ア
自
律
﹂

支
援
は
必
要
で
す
︒例
え
ば
営
業
活
動
は
︑モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
売
る
だ
け
で
な
く
︑ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
︒複
雑
化
す
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
課

題
解
決
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
上
で
︑会
社
と
し
て
利
益
を
上

げ
る
た
め
に
重
要
な
の
は
︑プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の

育
成
で
す
︒プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
は
専
門
性
を
用
い
て

成
果
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
人
材
の
こ
と
︒当
然
︑自
分
の
キ
ャ

リ
ア
に
自
分
自
身
で
コ
ミ
ッ
ト
で
き
て
い
る
人
じ
ゃ
な
い

と
務
ま
ら
な
い
で
す
よ
ね
︒自
社
の
競
争
力
を
強
化
す
る

と
い
う
理
由
で
︑20
年
も
前
か
ら﹁
キ
ャ
リ
ア
自
律
﹂に
取

り
組
み
︑プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い

る
企
業
も
あ
る
く
ら
い
︑こ
れ
は
重
要
な
ん
で
す
︒

ま
た
︑﹁
キ
ャ
リ
ア
自
律
﹂を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
離

職
率
は
下
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒社
員
の﹁
キ
ャ
リ
ア

自
律
﹂支
援
を
行
う
ア
メ
リ
カ
の
航
空
会
社
で
は
︑キ
ャ
リ

ア
に
関
す
る
研
修
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
社
員
の

目
は
非
常
に
相
関
が
高
い
で
す
︒つ
ま
り
︑こ
の﹁
自
分
は

社
会
の
ど
こ
で
も
通
用
す
る
﹂と
い
う
感
覚
を﹁
キ
ャ
リ
ア

自
律
﹂に
よ
っ
て
持
て
れ
ば
︑将
来
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と

も
な
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
︒

キ
ャ
リ
ア
自
律
が
進
む
と

離
職
率
が
下
が
る
？

キ
ャ
リ
ア
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る
の
は

″自
分
ら
し
い
価
値
観″

ビジネスモデルが大変革を遂げる現代において、真のプロフェッショナルに必要な「独学力」を高めるための

一冊。今号の読者プレゼント（P.39参照）として抽選で20名に差し上げます。

キャリアをつくる独学力
プロフェッショナル人材として生き抜くための50のヒント

キャリアの旅は人それぞれ。自分らしさを大切に一歩踏み出してみよう！ 

さまざまな「転機」を経て活躍する皆さんに共通していたのは、自分のキャリアに主体的に向き合う姿勢。新しいこと

に挑戦したり、知識を身に付けたりすることはもちろん、時には身近な人に相談したり、自分の考えを伝えたり、周囲

に働きかけることも大事です。あなたらしいキャリアを切り開くため、まずは行動することから始めてみませんか？ 

離
職
率
は
︑受
け
て
い
な
い
社
員
と
比
べ
て
３
分
の
２
だ
っ

た
そ
う
で
す
︒ア
メ
リ
カ
で
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
し
た
結
果
︑﹁
キ
ャ
リ
ア
自
律
﹂が
進
ん
で
い
る
会

社
で
は
︑社
員
が
転
職
し
な
く
て
も
社
内
で
多
く
の
仕
事

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
︑結
果
と
し

て
離
職
率
が
下
が
る
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
︒

し
て
︑﹁
自
分
が
大
事
に
し
た
い
価
値
を
仕
事
で
得
る
に

は
ど
う
す
べ
き
か
﹂を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
︒

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。目
標
や
計
画
に
捉
わ
れ
す
ぎ

ず
、自
分
の
価
値
観
か
ら
主
体
的
に
行
動
し
、キ
ャ
リ
ア
を

築
い
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
ね
。

そ
う
で
す
︒た
だ
︑先
の
こ
と
を
全
く
考
え
な
い
わ
け

で
は
な
く
︑キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
は
持
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
︒こ
れ
は
到
達
す
べ
き
場
所
と
い
う
意
味
で
は

あ
り
ま
せ
ん
︒﹁
ど
ん
な
仕
事
︑生
活
を
し
︑ど
う
い
う

人
生
を
送
り
た
い
か
﹂と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
︒キ
ャ
リ
ア

に
は
︑専
門
分
野
を
深
掘
り
す
る
時
期
︑新
た
な
仕
事

に
挑
戦
し
て
仕
事
の
幅
を
広
げ
る
時
期
︑育
児
と
両
立

す
る
時
期
な
ど
︑人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ェ
ー
ズ
が

あ
り
ま
す
が
︑こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
︒そ
こ
で
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の
節
目
だ
と
思
う
時

期
に
︑こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
り
︑今
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
︒こ
の
時
︑フ
ェ
ー
ズ
に
名

前
を
付
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
︒過
去
の
フ
ェ
ー
ズ
に
名

前
を
付
け
る
こ
と
で
︑そ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
ど
の
よ
う
な
意

味
が
あ
っ
た
の
か
を
認
識
し
︑次
の
フ
ェ
ー
ズ
の
方
向
性

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒人
生
に
無
駄
な
経
験
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
︒今
ま
で
の
自
分

の
キ
ャ
リ
ア
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
︑

さ
ま
ざ
ま
な
フ
ェ
ー
ズ
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
︑そ
の
人
ら
し
い
キ
ャ
リ

ア
を
築
け
る
で
し
ょ
う
︒

■ご著書の紹介

キ
ャ
リ
ア
自
律

学び自律

仕事自律

学び自律

学び自律

仕事自律

仕事自律

「仕事」と「学び」を連鎖させることで「キャリア自律」が進む

編集部より編集部より

ア
論
に
お
い
て
重
要
な
の
は
︑変
化
に
対
応
し
な
が
ら
︑生

涯
に
わ
た
っ
て
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
コ
ミ
ッ
ト
し
続

け
る
こ
と
で
す
︒つ
ま
り
︑自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
主
体
的
に

切
り
開
い
て
い
く﹁
キ
ャ
リ
ア
自
律
﹂を
実
現
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
す
︒

―

「
キ
ャ
リ
ア
自
律
」は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
実
現
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

私
が
所
属
す
る
慶
應
義
塾
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
・
リ
ソ
ー

ス・
ラ
ボ
で
︑30
代
以
上
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
2
4
0
0

人
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
か
ら
︑自
分
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア

を
切
り
開
い
た
人
が
ど
ん
な
行
動
を
し
て
い
る
の
か
︑分

析
を
行
い
ま
し
た
︒そ
の
結
果
︑導
き
出
さ
れ
た
の
は
︑

﹁
主
体
的
ジ
ョ
ブ
デ
ザ
イ
ン
行
動
﹂﹁
ス
キ
ル
開
発
行
動
﹂

﹁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
行
動
﹂の
３
つ
で
す
︒

﹁
主
体
的
ジ
ョ
ブ
デ
ザ
イ
ン
行
動
﹂と
は
︑自
ら
仕
事
の

枠
組
み
を
見
直
し
た
り
︑仕
事
の
幅
を
広
げ
た
り
す
る
こ

と
︒﹁
ス
キ
ル
開
発
行
動
﹂は
主
体
的
な
学
び
を
行
う
こ
と

で
す
︒例
え
ば
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
課
題
解
決
の
た
め
に
自

ら
考
え
提
案
を
行
う
時
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
商
材
や
︑課

1819



エムキューブ
鈴木昌彦さん

　

私
が
仙
台
に
赴
任
し
た
期
間
に
︑メ
ン

バ
ー
は
７
名
か
ら
30
～
40
名
へ
と
一
気
に

増
加
し
ま
し
た
︒当
時
は
︑仙
台
オ
フ
ィ
ス

に
入
社
し
て
く
れ
た
R
D
業
務
未
経
験
の

メ
ン
バ
ー
に
︑い
か
に
マ
ク
ロ
ミ
ル
社
員
で

あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
も
ら
い
︑R
D
と

い
う
マ
ク
ロ
ミ
ル
の
中
核
事
業
を
支
え
る

業
務
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
か
が
課
題

で
し
た
︒ま
た
︑初
期
メ
ン
バ
ー
と
し
て

﹁
仙
台
オ
フ
ィ
ス
の
文
化
を
自
分
た
ち
が

創
っ
て
い
く
ん
だ
！
﹂と
い
う
主
体
性
も

重
要
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
︑﹁
伊
達
メ
ン 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
﹂と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ク

レ
ド
作
成
に
も
注
力
し
ま
し
た
ね
︒10
周

年
を
迎
え
︑当
初
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ

た
全
社
M
V
P
等
も
輩
出
す
る
組
織
に

成
長
し
︑と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
︒改
め

て
︑10
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

当時の仙台オフィスはマネジャーが不在。新人かどうかな
んて関係なく、何でも自分たちで決めて動かなければいけ
ませんでした。案件対応で分からないことは新人同士で相
談し合いながらどうにか
進めることも。その分、メ
ンバーの結束力はとても
強かったですね 。昔は金
曜日に深 夜まで 働くこと
もありましたが、そのまま
皆で盛 岡へわんこそばを
食べに行ったのも良い
思い出です。

１周年のお祝いパーティーは、クイズ大会やダンス等の出
し物で大盛り上がり。中でも会場を沸かせたのは、黒須
雄一さん扮するT.M.Revolut ionの登場！立ち上げに関

わった佐々木徹さんからは「マ
クロミルの歴史において絶対
に無理と言われてきたRD新拠
点開設が順調に進んでいるの
は、皆の弛まぬ努力と高い意識
の賜物です」というねぎらいの
メッセージが。皆でお互いの努
力に感謝しながら、開設２年目
に向けて決意を新たにしました。

「杜の都・仙台」。仙台市内には、人々が長い年月をかけて育ててきた豊かな緑があることから、
そう呼ばれています。そんな「杜の都・仙台」で根を生やし、地 域とともに成 長してきた 仙台
オフィスも2022年８月で開設から10年が経過。仙台オフィスの知られざる軌跡をご紹介します。

主にオンライン・リサーチ事業に携わり、100名を超える社員の大半が「リサーチディレクター（以
下、RD）」として活躍。RDはクライアントの課題に対して適切なリサーチが行えるよう、調査票の
提案や実査工程のディレクションを行います。現在は、リサーチで得られたデータを多種多様な集
計・解析ソフトを用いて加工する「集計」や、消費者購買履歴データを扱う株式会社エムキューブの

「運用」等も役割として担っており、マクロミルグループの重要な事業を根幹から支える拠点です。

仙台オフィスの役割って？

オンライン・リサーチの流れ

仙台オフィスでは、オンライン・リサーチ事業においてRD・集計の役割を主に担っている

自
分
た
ち
で

文
化
を
創
っ
て
い
こ
う
！

この 頃 に 策 定したオフィスの 指 針
「伊達メン　スタンダード」は、皆で意見
を出し合って完成させたもの。そのうちの一つ「仙台☆無限大」にち
なみ、月次の総会は「仙台、無限大―！」という掛け声で締めていたの
が印象的です。新卒が加わったことでオフィスの雰囲気がさらに活気
づいた反面、執務室は手狭に。席の横に置いてあった観葉植物に手
が当たりながら仕事していました（笑）。

改めて知っておきたい！

2013年1月
   ～2014年6月

2012

2013

成
長
の
　   

エ
ピ
ソ
ー
ド

年
の
軌
跡

10

裏

当
時
の
思
い
出

歴
代
の
拠
点
長
が
語
る
！

第２事業本部

阿久津祥彦さん

TOYOTAプロジェクト推進室

加藤和樹さん

シェア率

63.5%
シェア率

63.5%

社員数

36人
社員数

7人※シェア率
オンライン・リサーチの全案件数のうち、
仙台オフィスが対応した割合

FY2013
シェア率

11.5%
FY2015
シェア率

30.3%

８
月  

仙
台
オ
フ
ィ
ス
開
設
！

仙
台
駅
前
の
複
合
ビ
ル
︑A
E
R︵
ア

エ
ル
︶内
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
︒組

織
名
称
は﹁
仙
台
R
D
グ
ル
ー
プ
﹂

 

月
次
で
の
総
会
開
催
と
M
V
P
選
出

を
ス
タ
ー
ト
︒当
時
の
受
賞
者
は

M
V
P
で
は
な
く
︑仙
台
の
伊
達
政

宗
に
ち
な
み
︑﹁
M
V
D︵M

ost 
Valuable D

ate-m
en

︶﹂と
呼
ん
で

い
た

3
月  

﹁
伊
達
メ
ン 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
﹂を
策
定

４
月 

仙
台
オ
フィ
ス
初
の
新
卒
社
員
５
名
が

入
社
︒以
降
︑毎
年
新
卒
が
入
社

8
月  

１
周
年
お
祝
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

 

開
設
１
年
で
︑関
西
支
店
︑名
古
屋
営

業
所
で
担
当
す
る
全
案
件
と
︑品
川

本
社
の
一
部
案
件
を
担
当

 

組
織
名
称
を﹁
仙
台
R
D
ユ
ニ
ッ
ト
﹂

に
変
更

１
月 

仙
台
オ
フ
ィ
ス
を
盛
り
上
げ
︑文
化
を

醸
成
す
る
た
め﹁
進
撃
の
仙
台
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂が
発
足

5
月 

青
葉
通
プ
ラ
ザ
13
階
へ
移
転

6
月 

株
式
会
社
エ
ム
キ
ュ
ー
ブ
の
運
用
部
門

が
発
足

 

R
D
の
チ
ェ
ッ
カ
ー※

業
務
を
開
始

※

作
成
し
た
調
査
票
の
チ
ェッ
ク
を
行
う
役
割

3
月　
担
当
設
問
数
が
単
月
１
万
問
を
達
成

４
月 

仙
台
オ
フ
ィ
ス
初
と
な
る
新
卒
V
P

受
賞
者︵
鈴
木
美
佐
さ
ん
︶を
輩
出

4
月 

仙
台
オ
フ
ィ
ス
初
の
新
卒
M
V
P
を

輩
出

7
月  

仙
台
市
と
の
連
携
を
開
始
︒ゴ
ミ
分

別
等
の
推
進
を
目
的
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
︑﹁
ゴ
ミ
分
別
に

関
す
る
調
査
﹂結
果
を
提
供

３
月  

河
北
新
報
社
様
と
の
共
同
企
画
と
し

て﹁
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
調

査
﹂を
開
始

4
月  

初
の
２
桁
台
と
な
る
新
卒
16
名
が

入
社
︒R
D
新
卒
研
修
を
仙
台
で

初
実
施

 10 
月  

青
葉
通
プ
ラ
ザ
の
９
階
に
オ
フ
ィ
ス

を
増
床
し
︑エ
ム
キ
ュ
ー
ブ
が
フ
ロ

ア
移
動

１
月  

グ
ラ
フ
作
成
を
担
う﹁
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
﹂が
発
足

︵
現
在
は
組
織
再
編
に
と
も
な
い
︑別

ユ
ニ
ッ
ト
が
存
在
︶

７
月  ﹁
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂開
催

が
浸
透

９
月  

ベ
ネ
ッ
セ
様
が
仙
台
オ
フ
ィ
ス
へ
ご

来
社

10
月  

カ
ス
タ
ム
調
査
を
担
当
す
る﹁
仙
台

カ
ス
タ
ム
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
グ
ル
ー

プ
﹂︑集
計
を
手
掛
け
る﹁
デ
ー
タ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
部
﹂の
仙
台
グ
ル
ー
プ

が
発
足︵
組
織
名
は
当
時
の
表
記
︶

４
月  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
︒東

京
都
・
大
阪
府
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
出
社
が
制
限
さ
れ
た
中
︑

仙
台
R
D
ユ
ニ
ッ
ト
の
皆
さ
ん
が
出

社
し
て
事
業
継
続
を
担
っ
た

12
月  

加
藤
翔
平
さ
ん
が
出
身
校
の
宮
城
大

学
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
実
施

７
月  

定
性
調
査
に
関
わ
る﹁
オ
フ
ラ
イ
ン
リ

サ
ー
チ
部
﹂が
発
足︵
組
織
名
は
当
時

の
表
記
︶

８
月  

宮
城
大
学
の
一
部
の
学
生
を
対
象
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

８
月  

祝
10
周
年
！

９
月 

代
表
執
行
役
社
長

 

グ
ロ
ー
バ
ル

C
E
O
佐
々
木
徹
さ
ん
︑上
席
執

行
役
員
の
小
池
直
さ
ん
が
仙
台
市

長
を
表
敬
訪
問
し
た
様
子
が﹃
河

北
新
報
﹄に
掲
載

 

久
島
哲
志
さ
ん
︑井
上
慎
太
郎
さ
ん

等
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
陣
や
︑有
志
の
メ

ン
バ
ー
で
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
中
！

2012年2013年2014年2015年

１
月  

仙
台
市
の
成
人
式
イ
ベ
ン
ト
に
て

﹁
新
成
人
に
関
す
る
調
査
﹂の
結

果
を
展
示

仙
台
オ
フ
ィ
ス
初
の
全
社
M
V
P

︵
設
楽
祐
太
朗
さ
ん
︶を
輩
出

８
月  

仙
台
市
と
連
携
し
︑東
北
学
院
大
学

で
夏
期
講
座
を
実
施

リサーチャー

・課題抽出
・調査設計

リサーチ
ディレクター

・調査票審査
・画面作成
・調査配信

集計

・集計
・解析
・データ加工

リサーチャー

・分析
・報告書作成
・プレゼン

営業

・報告書作成
・プレゼン

営業

・案件相談
・社内調整

2021



2014年7月
   ～2017年9月

2022年7月～

第１事業本部
久島哲志さん

　

現
在
の
仙
台
オ
フ
ィ
ス
は
︑人
数
は
増

え
な
が
ら
も
全
員
の
顔
を
見
渡
せ
る
規

模
で
︑と
て
も
一
体
感
が
あ
り
ま
す
︒楽
し

い
笑
い
声
や
活
発
な
話
し
合
い
等
が
聞
こ

え
て
き
て
︑皆
で
同
じ
空
気
を
共
有
し
な

が
ら
業
務
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
︒直
近

で
は
︑新
卒
の
メ
ン
バ
ー
が
ト
レ
ー
ナ
ー
の

先
輩
と
と
も
に
O
J
T
で
実
案
件
に
取
り

組
ん
で
お
り
︑程
よ
く
緊
迫
し
な
が
ら
も

活
気
の
あ
る
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
ま
す
！

10
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
仙
台
オ
フ
ィ

ス
で
働
く
機
会
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

て
光
栄
で
す
︒今
後
は
︑仙
台
オ
フ
ィ
ス
の

メ
ン
バ
ー
が
さ
ら
に
活
躍
す
る
シ
ー
ン
を

多
く
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒ プロダクト統括本部

池田道哉さん

　

私
は
当
時
︑仙
台
オ
フ
ィ
ス
を﹁
皆
が
働

き
続
け
た
い
︑友
人
や
親
に
自
慢
で
き
る

よ
う
な
オ
フ
ィ
ス
に
し
た
い
﹂と
考
え
て
い

ま
し
た
︒﹁
地
域
に
貢
献
す
る
﹂と
い
う

テ
ー
マ
を
掲
げ
︑行
政
や
メ
デ
ィ
ア
︑地
元

企
業
と
の
連
携
に
よ
っ
て
マ
ク
ロ
ミ
ル
を

有
名
企
業
に
す
べ
く
︑渉
外
活
動
に
一
生

懸
命
取
り
組
ん
だ
の
が
良
い
思
い
出
で

す
︒仙
台
市
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
を
開
始
し
︑

マ
ク
ロ
ミ
ル
の
事
業
を
仙
台
市
民
に
発
信

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
︒ま
た
河
北
新

報
社
様
と
共
同
調
査
を
行
い
︑震
災
復
興

に
つ
い
て
紙
面
や
W
E
B
を
通
し
て
発
信

し
た
り
︑他
に
も
社
員
を
紙
面
に
登
場
さ

せ
て
調
査
結
果
を
解
説
し
た
り
す
る
よ

う
な
ラ
イ
ト
な
企
画
も
行
い
ま
し
た
ね
︒

さ
ら
に
仙
台
市
に
進
出
し
て
い
る
他
企

業
と
合
同
で
プ
レ
ゼ
ン
大
会
を
行
っ
た

り
︑メ
ン
バ
ー
同
士
の
懇
親
会
も
開
催
し

た
り…
…

︑あ
ー
︑懐
か
し
い
︒10
周
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒こ
れ
か
ら
も
絶

え
間
な
い
進
化
を
続
け
て
く
だ
さ
い
！

メ
ン
バ
ー
が

自
慢
で
き
る
オ
フ
ィ
ス
へ

一
体
感
を
大
事
に
、

今
後
も
発
展
し
続
け
た
い

ささやかながら、カップケーキの差し入れをして
10周年をお祝い！リモートワークの増加で、対
面のコミュニケーション機会が少なくなってい
た中、久々にメンバー同士で和気あいあいとし
た時間を過ごす場となりました。
良い思い出になっていたら
嬉しいです。改めて、おめで
とうございます！

2022

東北の学生に
マクロミルを知ってもらい、仕事の面白
さも伝えるため、大学での講義を行っ
ています。コロナ禍以降は、宮城大学
等でオンライン授業を実施。講師を務
めたメンバーには、日常業務で得た知
識をアウトプットする良い機会になった
と思います。

株式会社ベネッセコーポレーション様（以下、
ベネッセ様）の案件を数多く担当させていただ
いており、仙台RDユニット内で専属チームが発
足。より良いサービス提供に向け、ベネッセ様か
らも「RD業務を理解したい」と仰っていただき、
ご来社が実現しました。マクロミルからは運用工
程等をご説明し、ベネッセ様からは事業環境等を
ご共有いただいたことで、相互理解を深められた
と思います。

組織拡大にともない、運用力もさらに強化さ
れた時期です。それまで品川本社で行ってき
た入社時の研修を仙台オフィスで実施するよ
うに。大量の案件運用と新卒育成を並行して
進めるのは大変でしたが、皆で力を合わせ乗
り越えました。また、「皆で腹を割って話そ
う」という目的で始めたオフサイトミーティン
グが浸透。各々の考えを発散することで、相
互理解がより深まったように思います。

オフィスが移転し、執務室が３倍ほど広くな
りました。特に、休憩スペースの「AOBA」※

ができたのは嬉しかったですね。開設間
もない頃は、営業さんからサービスの質
を心配する声もありましたが、皆さんの
順調な成長により、運 用の量・質ともに
上向きの兆しが見えてきた時期です。
※増席のため、現在「AOBA」はなくなりまし
たが、2022年11月にオフィスを拡張し、リフ
レッシュエリアを新設予定

「地域に貢献したい」「マクロ
ミルを地域に浸透させたい」
という想いが強く、渉外活動
に注力していた時期でした。
特に、河北新 報社様との共
同 調 査を実 現させるため、

何度も企画を練り直し、提案しに行ったことが記憶に残っ
ています。そうした苦労を経て共同調査が実現し、紙面に

「マクロミル」と掲載された時の喜びはひとしおで、誇りを
感じた出来事でした。

調査実施前には、チェッカーが調査票の内容を確認
します。仙台オフィスにチェッカーがいなかった頃は、
調査票をPDF化して品川本社に送り、確認作業を依
頼。そのため、仙台から品川の確認状況が見えるよう、
WEBカメラを設置していたことも。この年、加藤和樹
さんが仙台での初代チェッカーとなり、ようやく仙台
でもチェッカーの役割を果たせるようになりました。

2019 2017

2018

2015

2014

2020

第１事業本部

久島哲志さん

プロダクト統括本部

田中哲さん

第１事業本部

田中祐太さん
プロダクト統括本部

池田道哉さん

エムキューブ

辻幸作さん

グローバルリサーチ本部

黒須雄一さん

データビジネスデザイン本部

花立沙代子さん

シェア率

63.5%
シェア率

63.5%

社員数

108人
社員数

65人FY2022
シェア率

63.5%
FY2018
シェア率

37.0%

８
月  

仙
台
オ
フ
ィ
ス
開
設
！

仙
台
駅
前
の
複
合
ビ
ル
︑A
E
R︵
ア

エ
ル
︶内
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
︒組

織
名
称
は﹁
仙
台
R
D
グ
ル
ー
プ
﹂

 

月
次
で
の
総
会
開
催
と
M
V
P
選
出

を
ス
タ
ー
ト
︒当
時
の
受
賞
者
は

M
V
P
で
は
な
く
︑仙
台
の
伊
達
政

宗
に
ち
な
み
︑﹁
M
V
D︵M

ost 
Valuable D

ate-m
en

︶﹂と
呼
ん
で

い
た

3
月  

﹁
伊
達
メ
ン 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
﹂を
策
定

４
月 

仙
台
オ
フィ
ス
初
の
新
卒
社
員
５
名
が

入
社
︒以
降
︑毎
年
新
卒
が
入
社

8
月  

１
周
年
お
祝
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

 

開
設
１
年
で
︑関
西
支
店
︑名
古
屋
営

業
所
で
担
当
す
る
全
案
件
と
︑品
川

本
社
の
一
部
案
件
を
担
当

 

組
織
名
称
を﹁
仙
台
R
D
ユ
ニ
ッ
ト
﹂

に
変
更

１
月 

仙
台
オ
フ
ィ
ス
を
盛
り
上
げ
︑文
化
を

醸
成
す
る
た
め﹁
進
撃
の
仙
台
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂が
発
足

5
月 

青
葉
通
プ
ラ
ザ
13
階
へ
移
転

6
月 

株
式
会
社
エ
ム
キ
ュ
ー
ブ
の
運
用
部
門

が
発
足

 

R
D
の
チ
ェ
ッ
カ
ー※

業
務
を
開
始

※

作
成
し
た
調
査
票
の
チ
ェッ
ク
を
行
う
役
割

3
月　
担
当
設
問
数
が
単
月
１
万
問
を
達
成

４
月 

仙
台
オ
フ
ィ
ス
初
と
な
る
新
卒
V
P

受
賞
者︵
鈴
木
美
佐
さ
ん
︶を
輩
出

4
月 

仙
台
オ
フ
ィ
ス
初
の
新
卒
M
V
P
を

輩
出

7
月  

仙
台
市
と
の
連
携
を
開
始
︒ゴ
ミ
分

別
等
の
推
進
を
目
的
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
︑﹁
ゴ
ミ
分
別
に

関
す
る
調
査
﹂結
果
を
提
供

３
月  

河
北
新
報
社
様
と
の
共
同
企
画
と
し

て﹁
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
調

査
﹂を
開
始

4
月  

初
の
２
桁
台
と
な
る
新
卒
16
名
が

入
社
︒R
D
新
卒
研
修
を
仙
台
で

初
実
施

 10 
月  

青
葉
通
プ
ラ
ザ
の
９
階
に
オ
フ
ィ
ス

を
増
床
し
︑エ
ム
キ
ュ
ー
ブ
が
フ
ロ

ア
移
動

１
月  

グ
ラ
フ
作
成
を
担
う﹁
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
﹂が
発
足

︵
現
在
は
組
織
再
編
に
と
も
な
い
︑別

ユ
ニ
ッ
ト
が
存
在
︶

７
月  ﹁
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂開
催

が
浸
透

９
月  

ベ
ネ
ッ
セ
様
が
仙
台
オ
フ
ィ
ス
へ
ご

来
社

10
月  

カ
ス
タ
ム
調
査
を
担
当
す
る﹁
仙
台

カ
ス
タ
ム
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
グ
ル
ー

プ
﹂︑集
計
を
手
掛
け
る﹁
デ
ー
タ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
部
﹂の
仙
台
グ
ル
ー
プ

が
発
足︵
組
織
名
は
当
時
の
表
記
︶

４
月  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
︒東

京
都
・
大
阪
府
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
出
社
が
制
限
さ
れ
た
中
︑

仙
台
R
D
ユ
ニ
ッ
ト
の
皆
さ
ん
が
出

社
し
て
事
業
継
続
を
担
っ
た

12
月  

加
藤
翔
平
さ
ん
が
出
身
校
の
宮
城
大

学
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
実
施

７
月  

定
性
調
査
に
関
わ
る﹁
オ
フ
ラ
イ
ン
リ

サ
ー
チ
部
﹂が
発
足︵
組
織
名
は
当
時

の
表
記
︶

８
月  

宮
城
大
学
の
一
部
の
学
生
を
対
象
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

８
月  

祝
10
周
年
！

９
月 

代
表
執
行
役
社
長

 

グ
ロ
ー
バ
ル

C
E
O
佐
々
木
徹
さ
ん
︑上
席
執

行
役
員
の
小
池
直
さ
ん
が
仙
台
市

長
を
表
敬
訪
問
し
た
様
子
が﹃
河

北
新
報
﹄に
掲
載

 

久
島
哲
志
さ
ん
︑井
上
慎
太
郎
さ
ん

等
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
陣
や
︑有
志
の
メ

ン
バ
ー
で
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
中
！

2016年2017年2019年2020年2021年2022年 2018年

１
月  
仙
台
市
の
成
人
式
イ
ベ
ン
ト
に
て

﹁
新
成
人
に
関
す
る
調
査
﹂の
結

果
を
展
示

仙
台
オ
フ
ィ
ス
初
の
全
社
M
V
P

︵
設
楽
祐
太
朗
さ
ん
︶を
輩
出

８
月  

仙
台
市
と
連
携
し
︑東
北
学
院
大
学

で
夏
期
講
座
を
実
施

2223



（左から）代表取締役社長 グローバルCEO 佐々木徹さん、仙台市 郡和子市長、上席執行役員 小池直さん

同
時
に
︑こ
の
結
果
を
次
に
ど
う
活
か
し
て
い

く
か
が
大
き
な
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
︒ぜ

ひ
引
き
続
き
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
の
皆
様
の
お
知
恵

を
拝
借
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
︒

小
池 

リ
サ
ー
チ
結
果
か
ら
仙
台
の
現
在
の
立
ち
位
置

が
見
え
て
き
た
と
思
う
の
で
︑﹁
こ
う
す
れ
ば

も
っ
と
観
光
客
が
増
え
る
の
で
は
？
﹂﹁
エ
リ
ア

別
に
こ
ん
な
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
よ
り
良

い
の
で
は
？
﹂等
︑こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説

を
立
て
つ
つ
︑さ
ら
に
そ
れ
を
追
加
的
な
リ

サ
ー
チ
を
行
っ
て
検
証
し
︑仮
説
を
確
信
に
変

え
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

佐
々
木 

私
も
結
果
を
拝
見
し
ま
し
た
が
︑ま
ず
は
い

か
に
観
光
地
と
し
て
の
興
味
・
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
︒私
は

仙
台
へ
の
出
張
が
多
い
こ
と
も
あ
り
︑魅
力

を
し
っ
か
り
と
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
︑そ

う
い
っ
た
機
会
が
な
い
と
︑な
か
な
か
そ
の

魅
力
に
気
づ
か
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

仙
台
は
食
事
も
美
味
し
い
で
す
し
︑気
候
も

良
く
︑温
泉
も
あ
っ
て
︑と
て
も
魅
力
的
な

街
だ
と
思
い
ま
す
︒仙
台
の
観
光
の
さ
ら
な

る
活
性
化
に
向
け
て
︑リ
サ
ー
チ
を
生
業
と

す
る
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
の
貢
献
が
で
き

れ
ば
嬉
し
い
で
す
︒

郡
市
長 

こ
の
度
は
仙
台
オ
フ
ィ
ス
が
10
周
年
を
迎
え

ら
れ
た
と
の
こ
と
︑誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
︒毎
年
新
卒
の
方
々
を
採
用
い
た
だ

い
て
︑徐
々
に
オ
フ
ィ
ス
も
拡
大
さ
れ
︑本
当

に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
︒

佐
々
木 

い
え
い
え
︑ひ
と
え
に
仙
台
市
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
お
陰
で
す
︒も
と
も
と
当
社

は
︑東
京
や
大
阪
等
に
し
か
オ
フ
ィ
ス
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
︑採
用
競
争
は
年
々
激
化

し
て
い
ま
し
た
︒そ
こ
で
ち
ょ
う
ど
10
年

前
︑私
が
リ
サ
ー
チ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
い
う
︑

オ
ン
ラ
イ
ン・
リ
サ
ー
チ
を
手
掛
け
る
組
織

の
部
長
を
担
当
し
て
い
た
時
に
︑地
方
拠
点

の
開
設
を
起
案
し
ま
し
た
︒い
く
つ
か
進
出

先
の
候
補
地
が
あ
っ
た
中
で
︑特
に
仙
台
市

は
人
口
が
多
く
︑学
生
も
優
秀
だ
と
い
う
印

象
を
持
っ
て
い
ま
し
た
︒さ
ら
に
印
象
的

だ
っ
た
の
は
︑多
く
の
学
生
が﹁
東
北
で
働

き
た
い
︑東
北
に
貢
献
し
た
い
﹂と
い
う
︑ぶ

れ
な
い
芯
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
す
︒お
陰

様
で
︑今
や
仙
台
オ
フ
ィ
ス
は
1
0
0
名
を

超
え
る
規
模
に
な
り
ま
し
た
︒こ
の
10
年
︑

仙
台
市
と
も
︑さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

定
期
的
に
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

改
め
て
感
謝
し
て
い
ま
す
︒

郡
市
長 

先
日
は﹁
仙
台
の
観
光
の
こ
れ
か
ら
を
考
え

る
セ
ミ
ナ
ー
﹂で
︑小
池
さ
ん
か
ら
リ
サ
ー

チ
結
果
を
踏
ま
え
て
︑観
光
都
市
と
し
て

の
仙
台
の
現
在
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
︒私
も
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
て
お
り
︑と
て
も
重
要
な
デ
ー
タ

を
示
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

小
池 

こ
の
取
り
組
み
は
マ
ク
ロ
ミ
ル
に
よ
る
地
域・

社
会
貢
献
の
一
環
で
︑主
に
私
と
も
う
１
名
︑

仙
台
出
身
の
メ
ン
バ
ー︵
設
楽
祐
太
朗
さ
ん
︶

で
進
め
て
い
ま
す
︒２
人
で
︑﹁
目
的
は
観
光

客
を
増
や
す
こ
と
︒そ
れ
が
達
成
で
き
る
ま

で
一
緒
に
や
ろ
う
﹂と
話
し
て
い
ま
す
︒膨
大

な
デ
ー
タ
か
ら
有
益
な
情
報
を
抽
出
す
る

の
は
非
常
に
大
変
で
す
が
︑仙
台
に
貢
献
で

き
る
こ
と
に
は
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
︒こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施

し
︑観
光
客
が
実
際
に
増
え
る
と
こ
ろ
ま

で
︑ぜ
ひ
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
︒

佐
々
木 

そ
う
で
す
ね
︒私
た
ち
自
身
も
︑リ
サ
ー
チ
の

会
社
か
ら
総
合
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
企
業

へ
の
進
化
を
目
指
す
こ
と
を
︑新
し
い
中
期

経
営
計
画
の
中
で
掲
げ
て
い
ま
す
︒デ
ー
タ

の
取
得
だ
け
で
終
わ
ら
ず
︑そ
の
デ
ー
タ
を

利
活
用
し
︑本
当
の
意
味
で
の
ご
支
援
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
の
で
︑責
任
を
持
っ
て

仙
台
市
に
添
い
遂
げ
た
い
と
思
い
ま
す
！

郡
市
長 

添
い
遂
げ
る
と
ま
で
言
っ
て
い
た
だ
け
ま

し
た
！︵
笑
︶マ
ク
ロ
ミ
ル
に
は
雇
用
の
受
け

皿
と
し
て
も
︑さ
ら
な
る
事
業
拡
大
を
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
で
す
し
︑今

後
も
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と

思
い
ま
す
︒

仙台オフィスの開設10周年を目前に控えた7月末、佐々木さんと小池さんが仙台市役所を訪問。

郡和子市長と、仙台オフィスの現況や仙台市との取り組みについてお話をさせていただきました。

セミナーの動画は、仙台市のYouTubeチャンネルで見ることができます

「仙台の観光地をマーケティングの力で活性化し、観光客を増加させる」ことを
目指し、マクロミルが実施した調査・分析の結果を、小池さんが市主催のセミ
ナーで講演。観光都市「仙台」の現在の立ち位置を共有し、観光客のリピーター
を増やすための提言を行った。「衝撃的な事実がデータから明らかになった。今
回のデータは我々だけでなく、観光関連事業者が今後の戦略を立てていく上で
も非常に重要なデータとなる。積極的に活用したい」（仙台市観
光課 コンテンツ創出係）

「仙台」宿泊観光のリピーターを増やすには？

小池さんが市主催セミナーで講演

仙
台
オ
フ
ィ
ス
の

さ
ら
な
る
成
長
に
期
待
！

開
設
か
ら
10
年
︑試
行
錯
誤
し
な
が

ら
も
︑今
や
社
員
数
1
0
0
名
を
超

え
る
ま
で
に
拡
大
し
て
き
た
仙
台
オ

フ
ィ
ス
︒﹁
地
域
に
貢
献
し
た
い
﹂と
い

う
想
い
を
持
ち
︑地
域
と
と
も
に
発
展

し
て
き
た
こ
と
は
仙
台
オ
フ
ィ
ス
な
ら

で
は
の
特
長
で
す
︒﹁
東
北
か
ら
企
業

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
ド
ラ
イ
ブ
さ
せ

る
﹂﹁
仙
台
・
東
北
に
企
業
と
し
て
貢
献

し
て
い
く
﹂こ
と
を
目
指
し
︑今
後
も

成
長
し
続
け
る
仙
台
オ
フ
ィ
ス
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
！

2425









西口一希（にしぐち・かずき）さん

1990年P&Gに入社。ブランドマネージャー、マーケティングディレク

ターを歴任。2006年より、ロート製薬の執行役員マーケティング本

部長として、60以上のブランドマーケティングを統括。2015年より、ロ

クシタンジャポン代表取締役社長に就任し、翌年にはグループ最高

利益を達成。2017年からスマートニュースへ日米のマーケティング担

当執行役員として参画。2年で日米累計5,000万ダウンロード、上場

前の時価総額1,000億円超えのユニコーン企業化に貢献した。2019

年に顧客戦略の構築を行うM-Forceを共同創業。事業コンサルタン

トと投資業務を行うStrategy Partners代表取締役。著書多数。

プロフィール

―
こ
の
度
は
、『
企
業
の「
成
長
の
壁
」を
突

破
す
る
改
革 
顧
客
起
点
の
経
営
』の
ご
出
版
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（
P
37
参
照
）。西

口
さ
ん
は
、2
0
1
9
年
に
も『
た
っ
た
一
人
の

分
析
か
ら
事
業
は
成
長
す
る 
実
践 

顧
客
起

点
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』を
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
3
年
を
経
て
、改
め
て
今
回
の
出

版
に
至
っ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

顧
客
戦
略
と
は
「W

H
O

」
と

「W
H
A
T

」
を
決
め
る
こ
と

西
口 

出
版
に
至
っ
た
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
︒

一
つ
目
は
︑顧
客
起
点
の
経
営
こ
そ
が
企
業

を
成
長
さ
せ
る
︑そ
れ
を
広
く
伝
え
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
︒私
は
個
人
で
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
等
も
行
っ
て
い
て
︑今
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
業
界
の
経
営
者
か
ら
多
岐
に
わ
た

る
相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
︒数
百
人
規

模
の
方
々
か
ら
︑事
業
の
課
題
や
悩
み
を
お

聞
き
す
る
中
で
︑ど
れ
も
根
本
の
問
題
は

﹁
顧
客
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
﹂だ

と
気
づ
い
た
ん
で
す
︒二
つ
目
は
︑経
営
と

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分
断
を
な
く
し
た
い
と

い
う
想
い
で
す
ね
︒２
０
１
９
年
に
出
版
し

た
本
は
︑多
く
の
マ
ー
ケ
タ
ー
が
読
ん
で
く

だ
さ
り
実
務
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑一

方
で
経
営
層
の
理
解
を
得
る
の
が
難
し
い

と
い
う
声
も
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒そ

の
た
め
今
回
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
テ
ク
ニ

カ
ル
な
部
分
を
で
き
る
限
り
排
除
し
て
︑主

に
経
営
者
向
け
に
執
筆
し
ま
し
た
︒

―
今
後
、M-Force

と
マ
ク
ロ
ミ
ル
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
一
緒
に
進
め
て
い
く
の

で
し
ょ
う
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
求
め
て
い
る

「W
H
O
&
W
H
A
T

」を
提
案
す
る

西
口 

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
︒例
え
ば
︑BtoB

︑BtoC

を
問
わ
ず
︑消

費
財
カ
テ
ゴ
リ
で
複
数
の
ブ
ラ
ン
ド
の
自
主

調
査
を
実
施
し
︑9segs®

で
分
類
し
た
結

果
を
も
と
に
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
の
持
つ
ケ
イ
パ
ビ

リ
テ
ィ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
︑さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
顧
客
戦
略
に
関
す
る
示
唆

や
仮
説
を
出
し
て
い
く
の
は
面
白
そ
う
で

す
よ
ね
︒9segs®

は﹁
も
っ
と
も
包
括
的
に
︑

市
場
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
顧
客
心

理
と
行
動
を
一
度
に
理
解
す
る
﹂メ
ソ
ッ
ド

な
の
で
︑9segs®

を
行
っ
た
後
に
特
定
の
セ

グ
メ
ン
ト
の
顧
客
を
よ
り
深
く
理
解
し
た

り
︑﹁W

H
O

&
W

H
AT

﹂の
仮
説
を
検
証
し

た
り
す
る
手
法
は
︑N
1
も
含
め
て
他
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
得
る
と

思
い
ま
す
︒そ
う
し
た
新
し
い
取
り
組
み
を

一
緒
に
で
き
た
ら
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
社
内
に
ナ

レ
ッ
ジ
も
溜
ま
り
ま
す
し
︑戦
略
性
を
持
っ

た
︑意
思
決
定
に
伴
走
し
て
く
れ
る
会
社
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
よ
り
強
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

佐
々
木 

面
白
い
で
す
ね
︒9segs®

を
活
用
し
た
業
界

マ
ッ
ピ
ン
グ
は
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
も
関
心
が

高
い
と
思
い
ま
す
︒セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

た
後
に
︑そ
れ
ぞ
れ
の
セ
グ
メ
ン
ト
の
顧
客

理
解
を
深
め
︑﹁W

H
O

&
W

H
AT

﹂を
作
り
︑

ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ
リ
ュ
ー※

を
最
大
化
し
て

い
く
︑こ
の
フ
レ
ー
ム
や
考
え
方
を
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
提
案
し
て
い
け
る
と
す
ご
く
良
い

な
と
感
じ
ま
す
︒

※

﹁
顧
客
生
涯
価
値
﹂と
訳
さ
れ
る
指
標
で
︑あ
る
顧

客
が
自
社
と
取
引
を
開
始
し
て
か
ら
生
涯
に
わ

た
っ
て
︑自
社
に
ど
れ
だ
け
の
利
益
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
か
を
表
し
た
数
値

西
口 

良
い
で
す
よ
ね
︒そ
こ
ま
で
で
き
る
企
業
は

少
な
い
と
思
う
の
で
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
の
中
で

ナ
レ
ッ
ジ
を
溜
め
て
提
供
で
き
た
ら
非
常

に
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
︒ち
な
み
に

﹁W
H

O
&

W
H

AT

﹂と
い
う
顧
客
戦
略
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
︑今
回
出
版
し
た
本
で
初

め
て
使
っ
た
の
で
す
が
︑
出
版
後
︑

﹁W
H

O
&

W
H

AT

﹂が
複
数
存
在
し
う
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
驚
い
た
︑と
い
う

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
︒

 

私
は
︑レ
ジ
ャ
ー・
遊
び
・
体
験
の
予
約
サ
イ

ト
を
運
営
す
る
ア
ソ
ビ
ュ
ー
株
式
会
社︵
以

下
︑ア
ソ
ビ
ュ
ー
︶の
経
営
を
支
援
し
て
い
る

の
で
す
が
︑ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ
リ
ュ
ー
を
最

大
化
で
き
る﹁W

H
O

&
W

H
AT

﹂の
組
み
合

わ
せ
パ
タ
ー
ン
が
分
か
っ
て
い
て
︑そ
れ
を

推
奨
す
る
よ
う
ユ
ー
ザ
ー
に
メ
ル
マ
ガ
や
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
で
レ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

し
て
い
ま
す
︒ア
ソ
ビ
ュ
ー
は
コ
ロ
ナ
禍
の
外

出
自
粛
に
よ
り
︑サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
取
引

金
額
が
前
年
同
期
比
で
95
%
減
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
︒言
わ
ず
も
が
な
大

苦
境
で
し
た
が
︑顧
客
起
点
の
経
営
改
革
を

実
践
し
て
見
事
に
乗
り
越
え
︑今
は
大
幅
な

事
業
成
長
を
継
続
し
て
い
ま
す
︒

―

マ
ク
ロ
ミ
ル
は
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の「
顧
客

起
点
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」を
ご
支
援
す
る

立
場
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を

日
々
の
仕
事
に
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
と
思

わ
れ
ま
す
か
？

西
口 

今
ま
で
の
お
話
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
り

ま
す
が
︑ビ
ジ
ネ
ス
で
重
要
な
こ
と
は
非

常
に
シ
ン
プ
ル
で
︑商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ど

う
い
う﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂が
価
値
に
つ

な
が
る
の
か
︑そ
し
て
そ
の
価
値
を
感
じ

る
顧
客
は
ど
う
い
う
人
な
の
か
︑そ
の

﹁W
H

O
&

W
H

AT

﹂を
見
つ
け
出
す
こ
と
だ

け
で
す
︒価
値
に
つ
い
て
︑私
は﹁
人
が
持
っ

て
い
る
有
限
の
お
金
や
時
間
を
差
し
渡
し

て
で
も
手
に
入
れ
た
い
と
思
う
も
の
﹂だ
と

定
義
し
て
い
ま
す
︒マ
ク
ロ
ミ
ル
の
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
が
望
む
の
は
︑も
ち
ろ
ん
ビ
ジ
ネ
ス

を
成
長
さ
せ
る
こ
と
で
す
よ
ね
︒ク
ラ
イ
ア

ン
ト
は﹁W

H
O

&
W

H
AT

﹂が
知
り
た
い
と

直
接
的
に
は
言
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

で
も
最
終
的
に
求
め
て
い
る
こ
と
︑必
要
な

こ
と
は﹁W

H
O&W

H
AT

﹂な
ん
で
す
︒そ
れ

を
忘
れ
ず
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
ね
︒そ
こ
ま
で
考

え
た
提
案
が
で
き
れ
ば
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が

マ
ク
ロ
ミ
ル
を
選
ぶ﹁
便
益
﹂と
な
り
︑同
時

に
マ
ク
ロ
ミ
ル
の﹁
独
自
性
﹂に
も
な
る
は
ず

で
す
︒

佐
々
木 

ス
ト
レ
ー
ト
か
つ
分
か
り
易
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒今
日
の
お
話

を
伺
い
︑消
費
者
へ
の
価
値
提
供
に
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
が
有
用
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
︒ま
た
︑ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
と
っ
て
の﹁
顧
客︵
＝
消
費
者
︶起

点
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
﹂を
支
援
す
る
こ
と

が
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
自
身
の﹁
顧
客︵
＝
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
企
業
︶起
点
の
経
営
﹂に
つ
な
が
る

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
︒西
口
さ
ん
と
は

9segs®

の
共
同
研
究
以
外
で
も
︑今
後
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
一
緒
に
進
め
ら
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

西
口 

リ
サ
ー
チ
が
非
常
に
有
用
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
す
ね
︒私
は
こ
れ
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
︑勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
︑

こ
こ
７
︑８
年
で
よ
う
や
く
︑ビ
ジ
ネ
ス
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
本
質
が
見
え
て
き
た
気

が
し
て
い
ま
す
︒私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源

泉
は
︑ビ
ジ
ネ
ス
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
本

を
真
面
目
に
読
ん
で
大
混
乱
し
て
い
る
方

た
ち
の
無
駄
な
努
力
を
な
く
し
た
い
︑と
い

う
こ
と
で
す
︒私
の
知
見
を
お
伝
え
す
る
こ

と
で
︑少
し
で
も
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
て
︑本

質
に
辿
り
着
い
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
︒

私
が
今
ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と
を
マ
ク
ロ
ミ

ル
の
皆
さ
ん
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
も
思
っ
て

い
ま
す
し
︑ぜ
ひ
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
！

西
部 ﹁W

H
AT

﹂の﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂に
つ
い
て

で
す
が
︑時
に
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
側
の﹁
便
益
﹂

と﹁
独
自
性
﹂が
起
点
に
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と
も
や
は
り
顧
客

で
あ
る
消
費
者
側
の﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂

が
必
ず
起
点
と
な
る
べ
き
で
す
か
？

西
口 

顧
客
が
起
点
に
な
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
が
︑顧
客
の
自
己
理
解
以
上
に
︑企
業
側

が
顧
客
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
︒顧
客
が
自
分
で
も
欲
し
い
と

認
識
す
ら
し
て
い
な
い
も
の
を
︑﹁
こ
う
い
う

も
の
を
作
っ
た
ら
欲
し
い
と
思
う
の
で
は
な

い
か
﹂と
０
か
ら
１
を
作
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
ね
︒こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
︑イ
ン
サ
イ
ト
の

抽
出
が
重
要
だ
と
す
る
理
論
も
多
い
で
す

が
︑私
は
イ
ン
サ
イ
ト
だ
け
だ
と
不
十
分
だ

と
考
え
て
い
ま
す
︒イ
ン
サ
イ
ト
が
分
か
っ
て

も
︑ど
ん
な﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂を
提
案
し

た
ら
︑顧
客
に
価
値
を
見
出
し
て
も
ら
え
る

か
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
︒逆
に
言
う
と
︑

佐
々
木 

西
口
さ
ん
の
著
書
は
実
務
に
す
ぐ
落
と
し
込

め
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
︑マ
ク
ロ
ミ
ル

で
も
早
々
に
取
り
組
め
る
こ
と
が
多
く
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
︒昨
今
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
が

置
か
れ
て
い
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
︒２
０
２
０
年
にESO

M
AR

※

が
業

界
定
義
を﹁
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
産

業
﹂で
は
な
く﹁
イ
ン
サ
イ
ト
産
業
﹂に
変
更

し
︑﹁
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
﹂と
い
う

業
界
は
実
質
的
に
な
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
︒こ
れ
は
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
支
援
す
る
企
業
の
役
割
分
担

や
︑業
界
の
垣
根
・
線
引
き
が
な
く
な
り
始

め
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
︒マ
ク
ロ
ミ

ル
は
依
頼
さ
れ
た
リ
サ
ー
チ
を
請
け
負
う

だ
け
で
な
く
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
て

﹁
顧
客
起
点
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
﹂を
し
っ
か

り
と
支
援
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
か
ね
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
︒

※

欧
州
で
誕
生
し
75
年
の
歴
史
を
有
す
る
世
界
最
大

級
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
の
業
界
団
体
︒

ESO
M

AR

が
発
行
す
る
年
次
レ
ポ
ー
ト
は
︑マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
会
社
の
み
な
ら
ず
︑世
界
中

の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
参
照
し
て
い
る

西
口 

そ
う
で
す
ね
︒私
は
︑マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

お
い
て
お
金
と
時
間
を
一
番
使
う
べ
き
は

顧
客
戦
略
調
査
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒顧
客

戦
略
と
は
︑顧
客
を
理
解
し
︑﹁
誰︵W

H
O

︶

に
対
し
て
︑何︵W

H
AT

︶を
提
案
す
る
の

か
﹂を
決
め
る
こ
と
で
す
︒し
か
し
実
際
に

は
︑ど
う
や
っ
て
届
け
る
か
と
い
う
仕
組
み

や
プ
ロ
セ
ス
︑つ
ま
り﹁H

O
W

﹂の
部
分
だ

け
に
目
が
向
い
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
多

い
の
で
す
︒日
本
で
は
特
に
そ
う
い
っ
た

ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
ま
す
︒マ
ク
ロ
ミ
ル
に

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
が
正
し
く
活

用
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
入
り
込
ん
で
欲
し

い
し
︑担
う
べ
き
役
割
は
と
て
も
大
き
い
と

思
い
ま
す
︒ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
ね
︒

―M
-Force

と
マ
ク
ロ
ミ
ル
は
、西
口
さ
ん
が

考
案
さ
れ
た9segs

®

（
上
図
参
照
）に
つ
い
て

の
共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。顧
客
戦
略

の
中
で
、9segs

®

は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
と
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
は

異
常
値
や
外
れ
値
に
あ
り

西
口 9segs®

は
顧
客
戦
略
を
策
定
す
る
上
で
︑

切
り
口
を
見
つ
け
る
た
め
の
手
法
で
す
︒

﹁
誰︵W

H
O

︶に
対
し
て
何︵W

H
AT

︶を
提

案
す
る
の
か
﹂に
お
い
て
︑﹁W

H
AT

﹂と
い

う
の
は﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂に
分
解
で
き

ま
す
︒﹁
便
益
﹂は
そ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

買
う
理
由
︑﹁
独
自
性
﹂は
他
を
選
ば
な
い

理
由
︒こ
の
２
つ
を
明
確
に
導
き
出
す
こ
と

が
一
番
重
要
で
す
︒9segs®

は
き
っ
か
け
作

り
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
が
︑活
用
す
る
こ
と

で﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂に
な
り
得
る
ヒ
ン

ト
を
多
く
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

私
が
以
前
代
表
を
務
め
て
い
た
ロ
ク
シ

タ
ン
ジ
ャ
ポ
ン
で
実
施
し
た
戦
略
を
例
に
挙

げ
る
と
︑9segs®

で
い
う
離
反
と
認
知
未

購
買
の
中
で
︑N
P
I
の
積
極
層︵
参
照
図

の
５
と
７
の
層
︶が
か
な
り
大
き
い
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
占
め
て
い
ま
し
た
︒ご
想
像
の

通
り
︑こ
れ
は
珍
し
い
こ
と
で
す
︒な
ぜ

N
P
I
が
積
極
な
の
に
購
入
に
至
ら
な
い

の
か
を
探
っ
て
い
く
と
︑﹁
憧
れ
は
あ
り
欲
し

い
け
れ
ど
も
︑自
分
向
け
で
は
な
い
気
が
す

る
﹂と
い
う
人
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
︒そ
こ
で
こ
の
層
に
向
け
て
ギ
フ
ト
購
入

を
提
案
し
た
と
こ
ろ
︑売
上
は
急
拡
大
︒中

で
も
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
の
売
上
が
伸
び
て
︑

Am
azon

の
ス
キ
ン
ケ
ア
部
門
で
は
１
位
に

な
り
ま
し
た
︒ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
が
１
位
に

な
る
の
は
史
上
初
の
こ
と
︒プ
レ
ゼ
ン
ト
に

し
や
す
い
ア
イ
テ
ム
だ
っ
た
ん
で
す
ね
︒

佐
々
木 

素
晴
ら
し
い
で
す
よ
ね
︒西
口
さ
ん
に
ご
説

明
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
理
解
で
き
る
の

で
す
が
︑実
際
に
戦
略
を
導
き
出
す
過
程
で

は
︑ア
イ
デ
ア
の
引
き
出
し
や
経
験
則
が
必

要
と
な
り
︑難
易
度
が
相
当
高
い
よ
う
に
思

い
ま
す
︒西
口
さ
ん
の
よ
う
に
豊
富
な
経
験

が
な
く
て
も
可
能
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

西
口 

可
能
だ
と
思
い
ま
す
︒も
ち
ろ
ん
経
験
は

必
要
で
す
が
︑色
ん
な
調
査
結
果
を

9segs®

で
分
類
し
て
み
て
︑ど
こ
に
差
異

が
出
る
か
︑そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
を
毎
回

考
え
る
癖
を
付
け
れ
ば
︑ア
イ
デ
ア
を
生
み

出
す
力
は
誰
に
で
も
付
い
て
く
る
と
考
え

て
い
ま
す
︒

“
”

イ
ン
サ
イ
ト
が
分
か
ら
な
く
て
も
︑価
値
を

見
出
し
て
も
ら
え
る﹁W

H
AT

﹂を
導
き
出

せ
れ
ば
良
い
の
で
す
︒人
間
の
感
情
や
行
動

は
︑言
葉
等
で
表
せ
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
︒イ
ン
サ
イ
ト
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
と
︑

時
に
は
制
限
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

―
ご
著
書
の
中
で
は
、顧
客
起
点
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
し
て
、1
人
の
顧
客
を
徹
底
的

に
理
解
す
る「
N
１
分
析
」の
重
要
性
も
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

西
口 

は
い
︒私
は
今
ま
で
の
経
験
か
ら
︑ビ
ジ
ネ
ス

が
大
き
く
伸
び
る
と
き
の
ヒ
ン
ト
は
︑異
常

値
や
外
れ
値
に
あ
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ

て
い
ま
す
︒顧
客
が
も
の
す
ご
く
高
頻
度
に

商
品
を
使
っ
て
い
る
と
か
︑あ
る
顧
客
の
単

価
が
飛
び
抜
け
て
高
い
等
︑そ
う
し
た
異
常

値
を
丁
寧
に
深
掘
っ
て
い
く
と
︑自
分
た
ち

が
気
づ
け
て
い
な
か
っ
た
提
供
価
値
︑つ
ま

り
自
分
た
ち
は
提
供
し
て
い
る
と
認
識
で

き
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
︑お
客
様
が
価
値

を
認
め
て
く
れ
た﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂が

見
つ
か
っ
た
り
す
る
︒そ
れ
を
抽
出
し
て
拡

大
す
る
と
︑同
じ
よ
う
な
お
客
様
が
増
え
て

事
業
が
伸
び
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
ね
︒

西
部 

最
近
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
エ
ク
ス
ト
リ
ー

ム・ユ
ー
ザ
ー
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー※

の
ご
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
︒エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム・ユ
ー

ザ
ー
の
方
は
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
く
だ
さ

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
︑そ
れ
を﹁
便

益
﹂と﹁
独
自
性
﹂に
ど
う
結
び
つ
け
る
か
︑

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
側
の
リ
テ
ラ
シ
ー
が

重
要
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
で
す
︒

※

商
品
・サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
や
使
い
方
︑環
境
等
が

﹁
極
端
な
人
﹂を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
︑多
く
の
人
が
抱
え
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
深
く
把
握

す
る
手
法

西
口 

そ
う
で
す
ね
︒こ
れ
は
経
験
値
が
一
定
必
要

な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
︑回
数
を
重
ね
る

こ
と
で
習
得
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
︒私

も
︑最
初
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
実
施
す
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
同
席
さ
せ
て
も
ら
い
︑見
解

を
お
伝
え
し
て
︑レ
ポ
ー
ト
ま
で
確
認
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
︒た
だ
徐
々
に
︑ク
ラ
イ

ア
ン
ト
が
ご
自
身
で
主
導
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
増
え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
︒

西
部 

な
る
ほ
ど
︒社
内
で
見
解
を
導
き
出
せ
る
人

材
を
育
て
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
︑そ
の

考
え
方
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
提
供
し
て
い

け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
︒イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
対
象
者
と
な
る
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム・

ユ
ー
ザ
ー
に
つ
い
て
︑特
に
重
視
す
べ
き
と

思
わ
れ
る
行
動
や
性
質
は
あ
り
ま
す
か
？

西
口 

高
頻
度
ユ
ー
ザ
ー
の
方
は
含
め
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
︒高
頻
度
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
︑そ

の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
マ
イ
ン
ド
シ
ェ
ア
が

常
に
高
い
状
態
な
ん
で
す
よ
ね
︒一
方
で
高

単
価
ユ
ー
ザ
ー
は
︑何
ら
か
の
価
値
を
強
く

感
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
︑思
い
出
す
頻
度
は

低
い
の
で
︑実
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
確
率

も
か
な
り
高
い
︒高
頻
度
と
高
継
続
率
こ
そ
︑

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
に
つ
な
が
り
ま
す
︒ど
の
よ
う

な
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
︑マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
目
指

す
の
は
︑﹁
ユ
ー
ザ
ー
の
高
頻
度
・
高
継
続
率

︵
習
慣
︶を
作
る
こ
と
﹂だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

プ
ロ
ク
タ
ー
・
ア
ン
ド
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル︵
以
下
︑P
&
G
︶で
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
︑マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
歴
任
後
︑ロ
ー
ト
製
薬
︑ロ
ク
シ
タ
ン
ジ
ャ
ポ
ン
︑ス
マ
ー
ト

ニ
ュ
ー
ス
等
で
数
々
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
急
成
長
を
牽
引
し
て
き
た
西
口
一
希
さ
ん
︒

共
同
創
業
さ
れ
たM

-Force

は
︑マ
ク
ロ
ミ
ル・コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
参
画
企
業
で
も
あ
り
︑

マ
ク
ロ
ミ
ル
と
︑西
口
さ
ん
の
考
案
し
た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
る9segs®

の
共
同
研
究

も
進
め
て
い
ま
す
︒代
表
執
行
役
社
長 

グ
ロ
ー
バ
ル
C
E
O
の
佐
々
木
徹
さ
ん
︑消
費
財

メ
ー
カ
ー
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
担
当
す
る
第
2
事
業
本
部
の
管
掌
上
席
執
行
役
員
で
あ

る
西
部
君
隆
さ
ん
と
の
鼎
談
を
通
し
て
︑西
口
さ
ん
が
提
唱
す
る﹁
顧
客
起
点
﹂の
概
念

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
︒

株
式
会
社Strategy P

artners 

代
表
取
締
役

M
-F
orce

株
式
会
社（
マ
ク
ロ
ミ
ル・コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
参
画
企
業
）

共
同
創
業
者

西
口
一
希
さ
ん

西
口
一
希
さ
ん

社会やビジネスの第一線で

活躍する人へのインタビュー企画
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―
こ
の
度
は
、『
企
業
の「
成
長
の
壁
」を
突

破
す
る
改
革 

顧
客
起
点
の
経
営
』の
ご
出
版
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（
P
37
参
照
）。西

口
さ
ん
は
、2
0
1
9
年
に
も『
た
っ
た
一
人
の

分
析
か
ら
事
業
は
成
長
す
る 

実
践 

顧
客
起

点
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』を
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
3
年
を
経
て
、改
め
て
今
回
の
出

版
に
至
っ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

顧
客
戦
略
と
は
「W

H
O

」
と

「W
H
A
T

」
を
決
め
る
こ
と

西
口 

出
版
に
至
っ
た
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
︒

一
つ
目
は
︑顧
客
起
点
の
経
営
こ
そ
が
企
業

を
成
長
さ
せ
る
︑そ
れ
を
広
く
伝
え
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
︒私
は
個
人
で
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
等
も
行
っ
て
い
て
︑今
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
業
界
の
経
営
者
か
ら
多
岐
に
わ
た

る
相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
︒数
百
人
規

模
の
方
々
か
ら
︑事
業
の
課
題
や
悩
み
を
お

聞
き
す
る
中
で
︑ど
れ
も
根
本
の
問
題
は

﹁
顧
客
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
﹂だ

と
気
づ
い
た
ん
で
す
︒二
つ
目
は
︑経
営
と

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分
断
を
な
く
し
た
い
と

い
う
想
い
で
す
ね
︒２
０
１
９
年
に
出
版
し

た
本
は
︑多
く
の
マ
ー
ケ
タ
ー
が
読
ん
で
く

だ
さ
り
実
務
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑一

方
で
経
営
層
の
理
解
を
得
る
の
が
難
し
い

と
い
う
声
も
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒そ

の
た
め
今
回
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
テ
ク
ニ

カ
ル
な
部
分
を
で
き
る
限
り
排
除
し
て
︑主

に
経
営
者
向
け
に
執
筆
し
ま
し
た
︒

―
今
後
、M-Force

と
マ
ク
ロ
ミ
ル
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
一
緒
に
進
め
て
い
く
の

で
し
ょ
う
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
求
め
て
い
る

「W
H
O
&
W
H
A
T

」を
提
案
す
る

西
口 

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
︒例
え
ば
︑BtoB

︑BtoC

を
問
わ
ず
︑消

費
財
カ
テ
ゴ
リ
で
複
数
の
ブ
ラ
ン
ド
の
自
主

調
査
を
実
施
し
︑9segs®

で
分
類
し
た
結

果
を
も
と
に
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
の
持
つ
ケ
イ
パ
ビ

リ
テ
ィ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
︑さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
顧
客
戦
略
に
関
す
る
示
唆

や
仮
説
を
出
し
て
い
く
の
は
面
白
そ
う
で

す
よ
ね
︒9segs®

は﹁
も
っ
と
も
包
括
的
に
︑

市
場
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
顧
客
心

理
と
行
動
を
一
度
に
理
解
す
る
﹂メ
ソ
ッ
ド

な
の
で
︑9segs®

を
行
っ
た
後
に
特
定
の
セ

グ
メ
ン
ト
の
顧
客
を
よ
り
深
く
理
解
し
た

り
︑﹁W

H
O

&
W

H
AT

﹂の
仮
説
を
検
証
し

た
り
す
る
手
法
は
︑N
1
も
含
め
て
他
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
得
る
と

思
い
ま
す
︒そ
う
し
た
新
し
い
取
り
組
み
を

一
緒
に
で
き
た
ら
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
社
内
に
ナ

レ
ッ
ジ
も
溜
ま
り
ま
す
し
︑戦
略
性
を
持
っ

た
︑意
思
決
定
に
伴
走
し
て
く
れ
る
会
社
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
よ
り
強
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

佐
々
木 

面
白
い
で
す
ね
︒9segs®

を
活
用
し
た
業
界

マ
ッ
ピ
ン
グ
は
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
も
関
心
が

高
い
と
思
い
ま
す
︒セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

た
後
に
︑そ
れ
ぞ
れ
の
セ
グ
メ
ン
ト
の
顧
客

理
解
を
深
め
︑﹁W

H
O

&
W

H
AT

﹂を
作
り
︑

ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ
リ
ュ
ー※

を
最
大
化
し
て

い
く
︑こ
の
フ
レ
ー
ム
や
考
え
方
を
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
提
案
し
て
い
け
る
と
す
ご
く
良
い

な
と
感
じ
ま
す
︒

※

﹁
顧
客
生
涯
価
値
﹂と
訳
さ
れ
る
指
標
で
︑あ
る
顧

客
が
自
社
と
取
引
を
開
始
し
て
か
ら
生
涯
に
わ

た
っ
て
︑自
社
に
ど
れ
だ
け
の
利
益
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
か
を
表
し
た
数
値

西
口 

良
い
で
す
よ
ね
︒そ
こ
ま
で
で
き
る
企
業
は

少
な
い
と
思
う
の
で
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
の
中
で

ナ
レ
ッ
ジ
を
溜
め
て
提
供
で
き
た
ら
非
常

に
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
︒ち
な
み
に

﹁W
H

O
&

W
H

AT

﹂と
い
う
顧
客
戦
略
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
︑今
回
出
版
し
た
本
で
初

め
て
使
っ
た
の
で
す
が
︑
出
版
後
︑

﹁W
H

O
&

W
H

AT

﹂が
複
数
存
在
し
う
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
驚
い
た
︑と
い
う

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
︒

 

私
は
︑レ
ジ
ャ
ー・
遊
び
・
体
験
の
予
約
サ
イ

ト
を
運
営
す
る
ア
ソ
ビ
ュ
ー
株
式
会
社︵
以

下
︑ア
ソ
ビ
ュ
ー
︶の
経
営
を
支
援
し
て
い
る

の
で
す
が
︑ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ
リ
ュ
ー
を
最

大
化
で
き
る﹁W

H
O

&
W

H
AT

﹂の
組
み
合

わ
せ
パ
タ
ー
ン
が
分
か
っ
て
い
て
︑そ
れ
を

推
奨
す
る
よ
う
ユ
ー
ザ
ー
に
メ
ル
マ
ガ
や
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
で
レ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

し
て
い
ま
す
︒ア
ソ
ビ
ュ
ー
は
コ
ロ
ナ
禍
の
外

出
自
粛
に
よ
り
︑サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
取
引

金
額
が
前
年
同
期
比
で
95
%
減
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
︒言
わ
ず
も
が
な
大

苦
境
で
し
た
が
︑顧
客
起
点
の
経
営
改
革
を

実
践
し
て
見
事
に
乗
り
越
え
︑今
は
大
幅
な

事
業
成
長
を
継
続
し
て
い
ま
す
︒

―

マ
ク
ロ
ミ
ル
は
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の「
顧
客

起
点
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」を
ご
支
援
す
る

立
場
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を

日
々
の
仕
事
に
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
と
思

わ
れ
ま
す
か
？

西
口 

今
ま
で
の
お
話
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
り

ま
す
が
︑ビ
ジ
ネ
ス
で
重
要
な
こ
と
は
非

常
に
シ
ン
プ
ル
で
︑商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ど

う
い
う﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂が
価
値
に
つ

な
が
る
の
か
︑そ
し
て
そ
の
価
値
を
感
じ

る
顧
客
は
ど
う
い
う
人
な
の
か
︑そ
の

﹁W
H

O
&

W
H

AT

﹂を
見
つ
け
出
す
こ
と
だ

け
で
す
︒価
値
に
つ
い
て
︑私
は﹁
人
が
持
っ

て
い
る
有
限
の
お
金
や
時
間
を
差
し
渡
し

て
で
も
手
に
入
れ
た
い
と
思
う
も
の
﹂だ
と

定
義
し
て
い
ま
す
︒マ
ク
ロ
ミ
ル
の
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
が
望
む
の
は
︑も
ち
ろ
ん
ビ
ジ
ネ
ス

を
成
長
さ
せ
る
こ
と
で
す
よ
ね
︒ク
ラ
イ
ア

ン
ト
は﹁W

H
O

&
W

H
AT

﹂が
知
り
た
い
と

直
接
的
に
は
言
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

で
も
最
終
的
に
求
め
て
い
る
こ
と
︑必
要
な

こ
と
は﹁W

H
O&W

H
AT

﹂な
ん
で
す
︒そ
れ

を
忘
れ
ず
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
ね
︒そ
こ
ま
で
考

え
た
提
案
が
で
き
れ
ば
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が

マ
ク
ロ
ミ
ル
を
選
ぶ﹁
便
益
﹂と
な
り
︑同
時

に
マ
ク
ロ
ミ
ル
の﹁
独
自
性
﹂に
も
な
る
は
ず

で
す
︒

佐
々
木 

ス
ト
レ
ー
ト
か
つ
分
か
り
易
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒今
日
の
お
話

を
伺
い
︑消
費
者
へ
の
価
値
提
供
に
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
が
有
用
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
︒ま
た
︑ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
と
っ
て
の﹁
顧
客︵
＝
消
費
者
︶起

点
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
﹂を
支
援
す
る
こ
と

が
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
自
身
の﹁
顧
客︵
＝
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
企
業
︶起
点
の
経
営
﹂に
つ
な
が
る

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
︒西
口
さ
ん
と
は

9segs®

の
共
同
研
究
以
外
で
も
︑今
後
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
一
緒
に
進
め
ら
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

西
口 

リ
サ
ー
チ
が
非
常
に
有
用
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
す
ね
︒私
は
こ
れ
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
︑勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
︑

こ
こ
７
︑８
年
で
よ
う
や
く
︑ビ
ジ
ネ
ス
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
本
質
が
見
え
て
き
た
気

が
し
て
い
ま
す
︒私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源

泉
は
︑ビ
ジ
ネ
ス
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
本

を
真
面
目
に
読
ん
で
大
混
乱
し
て
い
る
方

た
ち
の
無
駄
な
努
力
を
な
く
し
た
い
︑と
い

う
こ
と
で
す
︒私
の
知
見
を
お
伝
え
す
る
こ

と
で
︑少
し
で
も
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
て
︑本

質
に
辿
り
着
い
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
︒

私
が
今
ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と
を
マ
ク
ロ
ミ

ル
の
皆
さ
ん
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
も
思
っ
て

い
ま
す
し
︑ぜ
ひ
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
！

西
部 ﹁W

H
AT

﹂の﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂に
つ
い
て

で
す
が
︑時
に
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
側
の﹁
便
益
﹂

と﹁
独
自
性
﹂が
起
点
に
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と
も
や
は
り
顧
客

で
あ
る
消
費
者
側
の﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂

が
必
ず
起
点
と
な
る
べ
き
で
す
か
？

西
口 

顧
客
が
起
点
に
な
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
が
︑顧
客
の
自
己
理
解
以
上
に
︑企
業
側

が
顧
客
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
︒顧
客
が
自
分
で
も
欲
し
い
と

認
識
す
ら
し
て
い
な
い
も
の
を
︑﹁
こ
う
い
う

も
の
を
作
っ
た
ら
欲
し
い
と
思
う
の
で
は
な

い
か
﹂と
０
か
ら
１
を
作
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
ね
︒こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
︑イ
ン
サ
イ
ト
の

抽
出
が
重
要
だ
と
す
る
理
論
も
多
い
で
す

が
︑私
は
イ
ン
サ
イ
ト
だ
け
だ
と
不
十
分
だ

と
考
え
て
い
ま
す
︒イ
ン
サ
イ
ト
が
分
か
っ
て

も
︑ど
ん
な﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂を
提
案
し

た
ら
︑顧
客
に
価
値
を
見
出
し
て
も
ら
え
る

か
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
︒逆
に
言
う
と
︑

佐
々
木 

西
口
さ
ん
の
著
書
は
実
務
に
す
ぐ
落
と
し
込

め
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
︑マ
ク
ロ
ミ
ル

で
も
早
々
に
取
り
組
め
る
こ
と
が
多
く
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
︒昨
今
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
が

置
か
れ
て
い
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
︒２
０
２
０
年
にESO

M
AR

※

が
業

界
定
義
を﹁
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
産

業
﹂で
は
な
く﹁
イ
ン
サ
イ
ト
産
業
﹂に
変
更

し
︑﹁
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
﹂と
い
う

業
界
は
実
質
的
に
な
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
︒こ
れ
は
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
支
援
す
る
企
業
の
役
割
分
担

や
︑業
界
の
垣
根
・
線
引
き
が
な
く
な
り
始

め
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
︒マ
ク
ロ
ミ

ル
は
依
頼
さ
れ
た
リ
サ
ー
チ
を
請
け
負
う

だ
け
で
な
く
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
て

﹁
顧
客
起
点
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
﹂を
し
っ
か

り
と
支
援
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
か
ね
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
︒

※

欧
州
で
誕
生
し
75
年
の
歴
史
を
有
す
る
世
界
最
大

級
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
の
業
界
団
体
︒

ESO
M

AR

が
発
行
す
る
年
次
レ
ポ
ー
ト
は
︑マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
会
社
の
み
な
ら
ず
︑世
界
中

の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
参
照
し
て
い
る

西
口 

そ
う
で
す
ね
︒私
は
︑マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

お
い
て
お
金
と
時
間
を
一
番
使
う
べ
き
は

顧
客
戦
略
調
査
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒顧
客

戦
略
と
は
︑顧
客
を
理
解
し
︑﹁
誰︵W

H
O

︶

に
対
し
て
︑何︵W

H
AT

︶を
提
案
す
る
の

か
﹂を
決
め
る
こ
と
で
す
︒し
か
し
実
際
に

は
︑ど
う
や
っ
て
届
け
る
か
と
い
う
仕
組
み

や
プ
ロ
セ
ス
︑つ
ま
り﹁H

O
W

﹂の
部
分
だ

け
に
目
が
向
い
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
多

い
の
で
す
︒日
本
で
は
特
に
そ
う
い
っ
た

ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
ま
す
︒マ
ク
ロ
ミ
ル
に

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
が
正
し
く
活

用
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
入
り
込
ん
で
欲
し

い
し
︑担
う
べ
き
役
割
は
と
て
も
大
き
い
と

思
い
ま
す
︒ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
ね
︒

―M
-Force

と
マ
ク
ロ
ミ
ル
は
、西
口
さ
ん
が

考
案
さ
れ
た9segs

®

（
上
図
参
照
）に
つ
い
て

の
共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。顧
客
戦
略

の
中
で
、9segs

®

は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
と
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
は

異
常
値
や
外
れ
値
に
あ
り

西
口 9segs®

は
顧
客
戦
略
を
策
定
す
る
上
で
︑

切
り
口
を
見
つ
け
る
た
め
の
手
法
で
す
︒

﹁
誰︵W

H
O

︶に
対
し
て
何︵W

H
AT

︶を
提

案
す
る
の
か
﹂に
お
い
て
︑﹁W

H
AT

﹂と
い

う
の
は﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂に
分
解
で
き

ま
す
︒﹁
便
益
﹂は
そ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

買
う
理
由
︑﹁
独
自
性
﹂は
他
を
選
ば
な
い

理
由
︒こ
の
２
つ
を
明
確
に
導
き
出
す
こ
と

が
一
番
重
要
で
す
︒9segs®

は
き
っ
か
け
作

り
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
が
︑活
用
す
る
こ
と

で﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂に
な
り
得
る
ヒ
ン

ト
を
多
く
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

私
が
以
前
代
表
を
務
め
て
い
た
ロ
ク
シ

タ
ン
ジ
ャ
ポ
ン
で
実
施
し
た
戦
略
を
例
に
挙

げ
る
と
︑9segs®

で
い
う
離
反
と
認
知
未

購
買
の
中
で
︑N
P
I
の
積
極
層︵
参
照
図

の
５
と
７
の
層
︶が
か
な
り
大
き
い
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
占
め
て
い
ま
し
た
︒ご
想
像
の

通
り
︑こ
れ
は
珍
し
い
こ
と
で
す
︒な
ぜ

N
P
I
が
積
極
な
の
に
購
入
に
至
ら
な
い

の
か
を
探
っ
て
い
く
と
︑﹁
憧
れ
は
あ
り
欲
し

い
け
れ
ど
も
︑自
分
向
け
で
は
な
い
気
が
す

る
﹂と
い
う
人
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
︒そ
こ
で
こ
の
層
に
向
け
て
ギ
フ
ト
購
入

を
提
案
し
た
と
こ
ろ
︑売
上
は
急
拡
大
︒中

で
も
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
の
売
上
が
伸
び
て
︑

Am
azon

の
ス
キ
ン
ケ
ア
部
門
で
は
１
位
に

な
り
ま
し
た
︒ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
が
１
位
に

な
る
の
は
史
上
初
の
こ
と
︒プ
レ
ゼ
ン
ト
に

し
や
す
い
ア
イ
テ
ム
だ
っ
た
ん
で
す
ね
︒

佐
々
木 

素
晴
ら
し
い
で
す
よ
ね
︒西
口
さ
ん
に
ご
説

明
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
理
解
で
き
る
の

で
す
が
︑実
際
に
戦
略
を
導
き
出
す
過
程
で

は
︑ア
イ
デ
ア
の
引
き
出
し
や
経
験
則
が
必

要
と
な
り
︑難
易
度
が
相
当
高
い
よ
う
に
思

い
ま
す
︒西
口
さ
ん
の
よ
う
に
豊
富
な
経
験

が
な
く
て
も
可
能
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

西
口 

可
能
だ
と
思
い
ま
す
︒も
ち
ろ
ん
経
験
は

必
要
で
す
が
︑色
ん
な
調
査
結
果
を

9segs®

で
分
類
し
て
み
て
︑ど
こ
に
差
異

が
出
る
か
︑そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
を
毎
回

考
え
る
癖
を
付
け
れ
ば
︑ア
イ
デ
ア
を
生
み

出
す
力
は
誰
に
で
も
付
い
て
く
る
と
考
え

て
い
ま
す
︒

イ
ン
サ
イ
ト
が
分
か
ら
な
く
て
も
︑価
値
を

見
出
し
て
も
ら
え
る﹁W

H
AT

﹂を
導
き
出

せ
れ
ば
良
い
の
で
す
︒人
間
の
感
情
や
行
動

は
︑言
葉
等
で
表
せ
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
︒イ
ン
サ
イ
ト
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
と
︑

時
に
は
制
限
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

―
ご
著
書
の
中
で
は
、顧
客
起
点
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
し
て
、1
人
の
顧
客
を
徹
底
的

に
理
解
す
る「
N
１
分
析
」の
重
要
性
も
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

西
口 

は
い
︒私
は
今
ま
で
の
経
験
か
ら
︑ビ
ジ
ネ
ス

が
大
き
く
伸
び
る
と
き
の
ヒ
ン
ト
は
︑異
常

値
や
外
れ
値
に
あ
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ

て
い
ま
す
︒顧
客
が
も
の
す
ご
く
高
頻
度
に

商
品
を
使
っ
て
い
る
と
か
︑あ
る
顧
客
の
単

価
が
飛
び
抜
け
て
高
い
等
︑そ
う
し
た
異
常

値
を
丁
寧
に
深
掘
っ
て
い
く
と
︑自
分
た
ち

が
気
づ
け
て
い
な
か
っ
た
提
供
価
値
︑つ
ま

り
自
分
た
ち
は
提
供
し
て
い
る
と
認
識
で

き
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
︑お
客
様
が
価
値

を
認
め
て
く
れ
た﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂が

見
つ
か
っ
た
り
す
る
︒そ
れ
を
抽
出
し
て
拡

大
す
る
と
︑同
じ
よ
う
な
お
客
様
が
増
え
て

事
業
が
伸
び
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
ね
︒

西
部 

最
近
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
エ
ク
ス
ト
リ
ー

ム・ユ
ー
ザ
ー
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー※

の
ご
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
︒エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム・ユ
ー

ザ
ー
の
方
は
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
く
だ
さ

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
︑そ
れ
を﹁
便

益
﹂と﹁
独
自
性
﹂に
ど
う
結
び
つ
け
る
か
︑

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
側
の
リ
テ
ラ
シ
ー
が

重
要
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
で
す
︒

※

商
品
・サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
や
使
い
方
︑環
境
等
が

﹁
極
端
な
人
﹂を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
︑多
く
の
人
が
抱
え
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
深
く
把
握

す
る
手
法

西
口 

そ
う
で
す
ね
︒こ
れ
は
経
験
値
が
一
定
必
要

な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
︑回
数
を
重
ね
る

こ
と
で
習
得
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
︒私

も
︑最
初
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
実
施
す
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
同
席
さ
せ
て
も
ら
い
︑見
解

を
お
伝
え
し
て
︑レ
ポ
ー
ト
ま
で
確
認
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
︒た
だ
徐
々
に
︑ク
ラ
イ

ア
ン
ト
が
ご
自
身
で
主
導
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
増
え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
︒

西
部 

な
る
ほ
ど
︒社
内
で
見
解
を
導
き
出
せ
る
人

材
を
育
て
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
︑そ
の

考
え
方
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
提
供
し
て
い

け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
︒イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
対
象
者
と
な
る
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム・

ユ
ー
ザ
ー
に
つ
い
て
︑特
に
重
視
す
べ
き
と

思
わ
れ
る
行
動
や
性
質
は
あ
り
ま
す
か
？

西
口 

高
頻
度
ユ
ー
ザ
ー
の
方
は
含
め
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
︒高
頻
度
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
︑そ

の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
マ
イ
ン
ド
シ
ェ
ア
が

常
に
高
い
状
態
な
ん
で
す
よ
ね
︒一
方
で
高

単
価
ユ
ー
ザ
ー
は
︑何
ら
か
の
価
値
を
強
く

感
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
︑思
い
出
す
頻
度
は

低
い
の
で
︑実
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
確
率

も
か
な
り
高
い
︒高
頻
度
と
高
継
続
率
こ
そ
︑

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
に
つ
な
が
り
ま
す
︒ど
の
よ
う

な
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
︑マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
目
指

す
の
は
︑﹁
ユ
ー
ザ
ー
の
高
頻
度
・
高
継
続
率

︵
習
慣
︶を
作
る
こ
と
﹂だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

9segs®　カスタマーダイナミクス

認知なし 認知あり

なし（過去購買） 低

現在購買頻度

次
回
購
買
意
向
（
ブ
ラ
ン
ド
選
好
）

高

購買経験なし 購買経験あり

低

高

8
消極

認知・未購買顧客

4
消極
一般顧客

2
消極

ロイヤル顧客

6
消極
離反顧客

9
未認知顧客

7
積極

認知・未購買顧客

3
積極
一般顧客

1
積極

ロイヤル顧客

5
積極
離反顧客

9segs®は、顧客を「認知・購買経験・購買頻
度」と「NPI（Next Purchase Intention:次
回購買意向）」の2軸で 9つのセグメントに分
類し 、顧 客 情 報を戦 略 的 に分 析 する手 法 。
M-Forceとマクロミルの共同研究において、
9segs®で導き出す「NPI（次回購買意向）」
が、事業成長の先行指標とされてきた認知や
好感度等の従 来のKPI以上にマーケットシェ
ア 拡 大との 強 い 相 関を 示 すことが 明らかに
なった。
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―
こ
の
度
は
、『
企
業
の「
成
長
の
壁
」を
突

破
す
る
改
革 

顧
客
起
点
の
経
営
』の
ご
出
版
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（
P
37
参
照
）。西

口
さ
ん
は
、2
0
1
9
年
に
も『
た
っ
た
一
人
の

分
析
か
ら
事
業
は
成
長
す
る 

実
践 

顧
客
起

点
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』を
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
3
年
を
経
て
、改
め
て
今
回
の
出

版
に
至
っ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

顧
客
戦
略
と
は
「W

H
O

」
と

「W
H
A
T

」
を
決
め
る
こ
と

西
口 

出
版
に
至
っ
た
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
︒

一
つ
目
は
︑顧
客
起
点
の
経
営
こ
そ
が
企
業

を
成
長
さ
せ
る
︑そ
れ
を
広
く
伝
え
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
︒私
は
個
人
で
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
等
も
行
っ
て
い
て
︑今
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
業
界
の
経
営
者
か
ら
多
岐
に
わ
た

る
相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
︒数
百
人
規

模
の
方
々
か
ら
︑事
業
の
課
題
や
悩
み
を
お

聞
き
す
る
中
で
︑ど
れ
も
根
本
の
問
題
は

﹁
顧
客
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
﹂だ

と
気
づ
い
た
ん
で
す
︒二
つ
目
は
︑経
営
と

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分
断
を
な
く
し
た
い
と

い
う
想
い
で
す
ね
︒２
０
１
９
年
に
出
版
し

た
本
は
︑多
く
の
マ
ー
ケ
タ
ー
が
読
ん
で
く

だ
さ
り
実
務
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑一

方
で
経
営
層
の
理
解
を
得
る
の
が
難
し
い

と
い
う
声
も
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒そ

の
た
め
今
回
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
テ
ク
ニ

カ
ル
な
部
分
を
で
き
る
限
り
排
除
し
て
︑主

に
経
営
者
向
け
に
執
筆
し
ま
し
た
︒

―
今
後
、M-Force

と
マ
ク
ロ
ミ
ル
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
一
緒
に
進
め
て
い
く
の

で
し
ょ
う
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
求
め
て
い
る

「W
H
O
&
W
H
A
T

」を
提
案
す
る

西
口 

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
︒例
え
ば
︑BtoB

︑BtoC

を
問
わ
ず
︑消

費
財
カ
テ
ゴ
リ
で
複
数
の
ブ
ラ
ン
ド
の
自
主

調
査
を
実
施
し
︑9segs®

で
分
類
し
た
結

果
を
も
と
に
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
の
持
つ
ケ
イ
パ
ビ

リ
テ
ィ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
︑さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
顧
客
戦
略
に
関
す
る
示
唆

や
仮
説
を
出
し
て
い
く
の
は
面
白
そ
う
で

す
よ
ね
︒9segs®

は﹁
も
っ
と
も
包
括
的
に
︑

市
場
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
顧
客
心

理
と
行
動
を
一
度
に
理
解
す
る
﹂メ
ソ
ッ
ド

な
の
で
︑9segs®

を
行
っ
た
後
に
特
定
の
セ

グ
メ
ン
ト
の
顧
客
を
よ
り
深
く
理
解
し
た

り
︑﹁W

H
O

&
W

H
AT

﹂の
仮
説
を
検
証
し

た
り
す
る
手
法
は
︑N
1
も
含
め
て
他
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
得
る
と

思
い
ま
す
︒そ
う
し
た
新
し
い
取
り
組
み
を

一
緒
に
で
き
た
ら
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
社
内
に
ナ

レ
ッ
ジ
も
溜
ま
り
ま
す
し
︑戦
略
性
を
持
っ

た
︑意
思
決
定
に
伴
走
し
て
く
れ
る
会
社
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
よ
り
強
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

佐
々
木 

面
白
い
で
す
ね
︒9segs®

を
活
用
し
た
業
界

マ
ッ
ピ
ン
グ
は
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
も
関
心
が

高
い
と
思
い
ま
す
︒セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

た
後
に
︑そ
れ
ぞ
れ
の
セ
グ
メ
ン
ト
の
顧
客

理
解
を
深
め
︑﹁W

H
O

&
W

H
AT

﹂を
作
り
︑

ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ
リ
ュ
ー※

を
最
大
化
し
て

い
く
︑こ
の
フ
レ
ー
ム
や
考
え
方
を
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
提
案
し
て
い
け
る
と
す
ご
く
良
い

な
と
感
じ
ま
す
︒

※

﹁
顧
客
生
涯
価
値
﹂と
訳
さ
れ
る
指
標
で
︑あ
る
顧

客
が
自
社
と
取
引
を
開
始
し
て
か
ら
生
涯
に
わ

た
っ
て
︑自
社
に
ど
れ
だ
け
の
利
益
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
か
を
表
し
た
数
値

西
口 

良
い
で
す
よ
ね
︒そ
こ
ま
で
で
き
る
企
業
は

少
な
い
と
思
う
の
で
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
の
中
で

ナ
レ
ッ
ジ
を
溜
め
て
提
供
で
き
た
ら
非
常

に
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
︒ち
な
み
に

﹁W
H

O
&

W
H

AT

﹂と
い
う
顧
客
戦
略
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
︑今
回
出
版
し
た
本
で
初

め
て
使
っ
た
の
で
す
が
︑
出
版
後
︑

﹁W
H

O
&

W
H

AT

﹂が
複
数
存
在
し
う
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
驚
い
た
︑と
い
う

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
︒

 

私
は
︑レ
ジ
ャ
ー・
遊
び
・
体
験
の
予
約
サ
イ

ト
を
運
営
す
る
ア
ソ
ビ
ュ
ー
株
式
会
社︵
以

下
︑ア
ソ
ビ
ュ
ー
︶の
経
営
を
支
援
し
て
い
る

の
で
す
が
︑ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ
リ
ュ
ー
を
最

大
化
で
き
る﹁W

H
O

&
W

H
AT

﹂の
組
み
合

わ
せ
パ
タ
ー
ン
が
分
か
っ
て
い
て
︑そ
れ
を

推
奨
す
る
よ
う
ユ
ー
ザ
ー
に
メ
ル
マ
ガ
や
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
で
レ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

し
て
い
ま
す
︒ア
ソ
ビ
ュ
ー
は
コ
ロ
ナ
禍
の
外

出
自
粛
に
よ
り
︑サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
取
引

金
額
が
前
年
同
期
比
で
95
%
減
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
︒言
わ
ず
も
が
な
大

苦
境
で
し
た
が
︑顧
客
起
点
の
経
営
改
革
を

実
践
し
て
見
事
に
乗
り
越
え
︑今
は
大
幅
な

事
業
成
長
を
継
続
し
て
い
ま
す
︒

―

マ
ク
ロ
ミ
ル
は
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の「
顧
客

起
点
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」を
ご
支
援
す
る

立
場
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を

日
々
の
仕
事
に
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
と
思

わ
れ
ま
す
か
？

西
口 

今
ま
で
の
お
話
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
り

ま
す
が
︑ビ
ジ
ネ
ス
で
重
要
な
こ
と
は
非

常
に
シ
ン
プ
ル
で
︑商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ど

う
い
う﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂が
価
値
に
つ

な
が
る
の
か
︑そ
し
て
そ
の
価
値
を
感
じ

る
顧
客
は
ど
う
い
う
人
な
の
か
︑そ
の

﹁W
H

O
&

W
H

AT

﹂を
見
つ
け
出
す
こ
と
だ

け
で
す
︒価
値
に
つ
い
て
︑私
は﹁
人
が
持
っ

て
い
る
有
限
の
お
金
や
時
間
を
差
し
渡
し

て
で
も
手
に
入
れ
た
い
と
思
う
も
の
﹂だ
と

定
義
し
て
い
ま
す
︒マ
ク
ロ
ミ
ル
の
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
が
望
む
の
は
︑も
ち
ろ
ん
ビ
ジ
ネ
ス

を
成
長
さ
せ
る
こ
と
で
す
よ
ね
︒ク
ラ
イ
ア

ン
ト
は﹁W

H
O

&
W

H
AT

﹂が
知
り
た
い
と

直
接
的
に
は
言
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

で
も
最
終
的
に
求
め
て
い
る
こ
と
︑必
要
な

こ
と
は﹁W

H
O&W

H
AT

﹂な
ん
で
す
︒そ
れ

を
忘
れ
ず
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
ね
︒そ
こ
ま
で
考

え
た
提
案
が
で
き
れ
ば
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が

マ
ク
ロ
ミ
ル
を
選
ぶ﹁
便
益
﹂と
な
り
︑同
時

に
マ
ク
ロ
ミ
ル
の﹁
独
自
性
﹂に
も
な
る
は
ず

で
す
︒

佐
々
木 

ス
ト
レ
ー
ト
か
つ
分
か
り
易
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒今
日
の
お
話

を
伺
い
︑消
費
者
へ
の
価
値
提
供
に
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
が
有
用
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
︒ま
た
︑ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
と
っ
て
の﹁
顧
客︵
＝
消
費
者
︶起

点
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
﹂を
支
援
す
る
こ
と

が
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
自
身
の﹁
顧
客︵
＝
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
企
業
︶起
点
の
経
営
﹂に
つ
な
が
る

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
︒西
口
さ
ん
と
は

9segs®

の
共
同
研
究
以
外
で
も
︑今
後
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
一
緒
に
進
め
ら
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

西
口 

リ
サ
ー
チ
が
非
常
に
有
用
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
す
ね
︒私
は
こ
れ
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
︑勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
︑

こ
こ
７
︑８
年
で
よ
う
や
く
︑ビ
ジ
ネ
ス
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
本
質
が
見
え
て
き
た
気

が
し
て
い
ま
す
︒私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源

泉
は
︑ビ
ジ
ネ
ス
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
本

を
真
面
目
に
読
ん
で
大
混
乱
し
て
い
る
方

た
ち
の
無
駄
な
努
力
を
な
く
し
た
い
︑と
い

う
こ
と
で
す
︒私
の
知
見
を
お
伝
え
す
る
こ

と
で
︑少
し
で
も
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
て
︑本

質
に
辿
り
着
い
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
︒

私
が
今
ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と
を
マ
ク
ロ
ミ

ル
の
皆
さ
ん
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
も
思
っ
て

い
ま
す
し
︑ぜ
ひ
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
！

西
部 ﹁W

H
AT

﹂の﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂に
つ
い
て

で
す
が
︑時
に
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
側
の﹁
便
益
﹂

と﹁
独
自
性
﹂が
起
点
に
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と
も
や
は
り
顧
客

で
あ
る
消
費
者
側
の﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂

が
必
ず
起
点
と
な
る
べ
き
で
す
か
？

西
口 

顧
客
が
起
点
に
な
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
が
︑顧
客
の
自
己
理
解
以
上
に
︑企
業
側

が
顧
客
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
︒顧
客
が
自
分
で
も
欲
し
い
と

認
識
す
ら
し
て
い
な
い
も
の
を
︑﹁
こ
う
い
う

も
の
を
作
っ
た
ら
欲
し
い
と
思
う
の
で
は
な

い
か
﹂と
０
か
ら
１
を
作
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
ね
︒こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
︑イ
ン
サ
イ
ト
の

抽
出
が
重
要
だ
と
す
る
理
論
も
多
い
で
す

が
︑私
は
イ
ン
サ
イ
ト
だ
け
だ
と
不
十
分
だ

と
考
え
て
い
ま
す
︒イ
ン
サ
イ
ト
が
分
か
っ
て

も
︑ど
ん
な﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂を
提
案
し

た
ら
︑顧
客
に
価
値
を
見
出
し
て
も
ら
え
る

か
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
︒逆
に
言
う
と
︑

佐
々
木 

西
口
さ
ん
の
著
書
は
実
務
に
す
ぐ
落
と
し
込

め
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
︑マ
ク
ロ
ミ
ル

で
も
早
々
に
取
り
組
め
る
こ
と
が
多
く
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
︒昨
今
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
が

置
か
れ
て
い
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
︒２
０
２
０
年
にESO

M
AR

※

が
業

界
定
義
を﹁
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
産

業
﹂で
は
な
く﹁
イ
ン
サ
イ
ト
産
業
﹂に
変
更

し
︑﹁
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
﹂と
い
う

業
界
は
実
質
的
に
な
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
︒こ
れ
は
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
支
援
す
る
企
業
の
役
割
分
担

や
︑業
界
の
垣
根
・
線
引
き
が
な
く
な
り
始

め
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
︒マ
ク
ロ
ミ

ル
は
依
頼
さ
れ
た
リ
サ
ー
チ
を
請
け
負
う

だ
け
で
な
く
︑ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
て

﹁
顧
客
起
点
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
﹂を
し
っ
か

り
と
支
援
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
か
ね
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
︒

※

欧
州
で
誕
生
し
75
年
の
歴
史
を
有
す
る
世
界
最
大

級
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
の
業
界
団
体
︒

ESO
M

AR

が
発
行
す
る
年
次
レ
ポ
ー
ト
は
︑マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
会
社
の
み
な
ら
ず
︑世
界
中

の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
参
照
し
て
い
る

西
口 

そ
う
で
す
ね
︒私
は
︑マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

お
い
て
お
金
と
時
間
を
一
番
使
う
べ
き
は

顧
客
戦
略
調
査
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒顧
客

戦
略
と
は
︑顧
客
を
理
解
し
︑﹁
誰︵W

H
O

︶

に
対
し
て
︑何︵W

H
AT

︶を
提
案
す
る
の

か
﹂を
決
め
る
こ
と
で
す
︒し
か
し
実
際
に

は
︑ど
う
や
っ
て
届
け
る
か
と
い
う
仕
組
み

や
プ
ロ
セ
ス
︑つ
ま
り﹁H

O
W

﹂の
部
分
だ

け
に
目
が
向
い
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
多

い
の
で
す
︒日
本
で
は
特
に
そ
う
い
っ
た

ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
ま
す
︒マ
ク
ロ
ミ
ル
に

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
が
正
し
く
活

用
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
入
り
込
ん
で
欲
し

い
し
︑担
う
べ
き
役
割
は
と
て
も
大
き
い
と

思
い
ま
す
︒ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
ね
︒

―M
-Force

と
マ
ク
ロ
ミ
ル
は
、西
口
さ
ん
が

考
案
さ
れ
た9segs

®

（
上
図
参
照
）に
つ
い
て

の
共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。顧
客
戦
略

の
中
で
、9segs

®

は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
と
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
は

異
常
値
や
外
れ
値
に
あ
り

西
口 9segs®

は
顧
客
戦
略
を
策
定
す
る
上
で
︑

切
り
口
を
見
つ
け
る
た
め
の
手
法
で
す
︒

﹁
誰︵W

H
O

︶に
対
し
て
何︵W

H
AT

︶を
提

案
す
る
の
か
﹂に
お
い
て
︑﹁W

H
AT

﹂と
い

う
の
は﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂に
分
解
で
き

ま
す
︒﹁
便
益
﹂は
そ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

買
う
理
由
︑﹁
独
自
性
﹂は
他
を
選
ば
な
い

理
由
︒こ
の
２
つ
を
明
確
に
導
き
出
す
こ
と

が
一
番
重
要
で
す
︒9segs®

は
き
っ
か
け
作

り
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
が
︑活
用
す
る
こ
と

で﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂に
な
り
得
る
ヒ
ン

ト
を
多
く
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

私
が
以
前
代
表
を
務
め
て
い
た
ロ
ク
シ

タ
ン
ジ
ャ
ポ
ン
で
実
施
し
た
戦
略
を
例
に
挙

げ
る
と
︑9segs®

で
い
う
離
反
と
認
知
未

購
買
の
中
で
︑N
P
I
の
積
極
層︵
参
照
図

の
５
と
７
の
層
︶が
か
な
り
大
き
い
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
占
め
て
い
ま
し
た
︒ご
想
像
の

通
り
︑こ
れ
は
珍
し
い
こ
と
で
す
︒な
ぜ

N
P
I
が
積
極
な
の
に
購
入
に
至
ら
な
い

の
か
を
探
っ
て
い
く
と
︑﹁
憧
れ
は
あ
り
欲
し

い
け
れ
ど
も
︑自
分
向
け
で
は
な
い
気
が
す

る
﹂と
い
う
人
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
︒そ
こ
で
こ
の
層
に
向
け
て
ギ
フ
ト
購
入

を
提
案
し
た
と
こ
ろ
︑売
上
は
急
拡
大
︒中

で
も
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
の
売
上
が
伸
び
て
︑

Am
azon

の
ス
キ
ン
ケ
ア
部
門
で
は
１
位
に

な
り
ま
し
た
︒ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
が
１
位
に

な
る
の
は
史
上
初
の
こ
と
︒プ
レ
ゼ
ン
ト
に

し
や
す
い
ア
イ
テ
ム
だ
っ
た
ん
で
す
ね
︒

佐
々
木 

素
晴
ら
し
い
で
す
よ
ね
︒西
口
さ
ん
に
ご
説

明
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
理
解
で
き
る
の

で
す
が
︑実
際
に
戦
略
を
導
き
出
す
過
程
で

は
︑ア
イ
デ
ア
の
引
き
出
し
や
経
験
則
が
必

要
と
な
り
︑難
易
度
が
相
当
高
い
よ
う
に
思

い
ま
す
︒西
口
さ
ん
の
よ
う
に
豊
富
な
経
験

が
な
く
て
も
可
能
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

西
口 

可
能
だ
と
思
い
ま
す
︒も
ち
ろ
ん
経
験
は

必
要
で
す
が
︑色
ん
な
調
査
結
果
を

9segs®

で
分
類
し
て
み
て
︑ど
こ
に
差
異

が
出
る
か
︑そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
を
毎
回

考
え
る
癖
を
付
け
れ
ば
︑ア
イ
デ
ア
を
生
み

出
す
力
は
誰
に
で
も
付
い
て
く
る
と
考
え

て
い
ま
す
︒

“
”

イ
ン
サ
イ
ト
が
分
か
ら
な
く
て
も
︑価
値
を

見
出
し
て
も
ら
え
る﹁W

H
AT

﹂を
導
き
出

せ
れ
ば
良
い
の
で
す
︒人
間
の
感
情
や
行
動

は
︑言
葉
等
で
表
せ
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
︒イ
ン
サ
イ
ト
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
と
︑

時
に
は
制
限
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

―
ご
著
書
の
中
で
は
、顧
客
起
点
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
し
て
、1
人
の
顧
客
を
徹
底
的

に
理
解
す
る「
N
１
分
析
」の
重
要
性
も
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

西
口 

は
い
︒私
は
今
ま
で
の
経
験
か
ら
︑ビ
ジ
ネ
ス

が
大
き
く
伸
び
る
と
き
の
ヒ
ン
ト
は
︑異
常

値
や
外
れ
値
に
あ
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ

て
い
ま
す
︒顧
客
が
も
の
す
ご
く
高
頻
度
に

商
品
を
使
っ
て
い
る
と
か
︑あ
る
顧
客
の
単

価
が
飛
び
抜
け
て
高
い
等
︑そ
う
し
た
異
常

値
を
丁
寧
に
深
掘
っ
て
い
く
と
︑自
分
た
ち

が
気
づ
け
て
い
な
か
っ
た
提
供
価
値
︑つ
ま

り
自
分
た
ち
は
提
供
し
て
い
る
と
認
識
で

き
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
︑お
客
様
が
価
値

を
認
め
て
く
れ
た﹁
便
益
﹂と﹁
独
自
性
﹂が

見
つ
か
っ
た
り
す
る
︒そ
れ
を
抽
出
し
て
拡

大
す
る
と
︑同
じ
よ
う
な
お
客
様
が
増
え
て

事
業
が
伸
び
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
ね
︒

西
部 

最
近
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
エ
ク
ス
ト
リ
ー

ム・ユ
ー
ザ
ー
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー※

の
ご
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
︒エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム・ユ
ー

ザ
ー
の
方
は
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
く
だ
さ

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
︑そ
れ
を﹁
便

益
﹂と﹁
独
自
性
﹂に
ど
う
結
び
つ
け
る
か
︑

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
側
の
リ
テ
ラ
シ
ー
が

重
要
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
で
す
︒

※

商
品
・サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
や
使
い
方
︑環
境
等
が

﹁
極
端
な
人
﹂を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
︑多
く
の
人
が
抱
え
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
深
く
把
握

す
る
手
法

西
口 

そ
う
で
す
ね
︒こ
れ
は
経
験
値
が
一
定
必
要

な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
︑回
数
を
重
ね
る

こ
と
で
習
得
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
︒私

も
︑最
初
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
実
施
す
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
同
席
さ
せ
て
も
ら
い
︑見
解

を
お
伝
え
し
て
︑レ
ポ
ー
ト
ま
で
確
認
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
︒た
だ
徐
々
に
︑ク
ラ
イ

ア
ン
ト
が
ご
自
身
で
主
導
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
増
え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
︒

西
部 

な
る
ほ
ど
︒社
内
で
見
解
を
導
き
出
せ
る
人

材
を
育
て
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
︑そ
の

考
え
方
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
提
供
し
て
い

け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
︒イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
対
象
者
と
な
る
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム・

ユ
ー
ザ
ー
に
つ
い
て
︑特
に
重
視
す
べ
き
と

思
わ
れ
る
行
動
や
性
質
は
あ
り
ま
す
か
？

西
口 

高
頻
度
ユ
ー
ザ
ー
の
方
は
含
め
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
︒高
頻
度
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
︑そ

の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
マ
イ
ン
ド
シ
ェ
ア
が

常
に
高
い
状
態
な
ん
で
す
よ
ね
︒一
方
で
高

単
価
ユ
ー
ザ
ー
は
︑何
ら
か
の
価
値
を
強
く

感
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
︑思
い
出
す
頻
度
は

低
い
の
で
︑実
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
確
率

も
か
な
り
高
い
︒高
頻
度
と
高
継
続
率
こ
そ
︑

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
に
つ
な
が
り
ま
す
︒ど
の
よ
う

な
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
︑マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
目
指

す
の
は
︑﹁
ユ
ー
ザ
ー
の
高
頻
度
・
高
継
続
率

︵
習
慣
︶を
作
る
こ
と
﹂だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

神戸にお住まいの西口さん。この日は取材のために上京してくださった。
神戸出身の佐々木さんと、美味しい中華料理屋さんの話で盛り上がる場面も。

企業の「成長の壁」を突破する改革  

顧客起点の経営

■ご著書の紹介

200社を超える企業の経営者に助言
されてきた 経 験 から 考え出された、

「会 社 や事 業 が成 長し続けるために
重要なこと」についてまとめた一冊。
今 号の読 者プレゼント（P. 39 参照）
として、抽 選 で10 0 名の方に差し上
げます。
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